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4 時に京急新逗子駅前で解散となった．
　両日を通じて現地や宿で活発な議論がなさ
れ，特に蛇紋岩の産状（伊豆・マリアナ前弧
の蛇紋岩海山との類似性）や各構成層の年代
決定の重要性が指摘された．案内者にとって
も大変有意義な巡検となり，参加者の皆様に
深く感謝する次第である．
� （高橋直樹）

【参加者の感想】
　房総半島から我々 20人の 1 泊 2 日の地質
巡検は始まった．お世話になった 3 名の案内
者は地域の博物館に勤めておられ，今回の
フィールドをくまなく踏破し知り尽くしてい
る方々であった．そのような方々とともに見
学できるということは大変に贅沢で有り難い
ことである．葉山・嶺岡帯は，三浦半島から
房総半島にかけて東西に伸びる地質帯であ
る．この地域の面白いところは，主に堆積岩
が分布するところに突然，苦鉄質の火成岩や
蛇紋岩が出現することである．地質自体はも
ちろんのこと，それが地形や人々の生活に少
なからぬ影響を与えている様子も，見どころ
の一つであった．
　 1 日目はまず房総半島東部に抜け，鴨川漁
港周辺の火成岩類を観察した．見事なソレア
イト質枕状溶岩やドレライト岩脈の存在が海
洋地殻起源であることを臭わせる一方，荒島
層として広く分布する安山岩質の凝灰岩は島
弧近傍の環境を伺わせる．それに加えアルカ
リ玄武岩やピクライト質玄武岩のような，
ホットスポット起源と考えられる火成岩も見
られるという．ただし，これらは蛇紋岩の中
に，断層で区切られたブロック状に含まれて
いるために，層序関係の復元は一筋縄ではい
かないようだ．
　それから我々は嶺岡山系の霧深い林道を通
り，尾根伝いに西へと向かった．この山は蛇
紋岩でできており，時折あらわれる小峰の正
体は侵食を免れた硬い火成岩ブロックである
ことが多い．林道の途中で観察した蛇紋岩の
露頭は，大部分が斜方輝石のキラリと光るハ
ルツバージャイト起源のものだが，その中に
ダナイト起源のものが脈状に含まれていた．

りとなったことから観察を開始し，その後，
なんとか傘をささずに済む程度の空模様が続
き，沢沿いで足下が危険なStop 5 を取りやめ
たのみで，予定の観察地をほぼ回ることがで
きた．ただ，悪天のため肝心の地形がほとん
ど見えなかったのは残念であった．
　Stop 1 と 2 では蛇紋岩中のテクトニックブ
ロックと考えられる各種岩体を，Stop 3 では
その蛇紋岩が暗緑色凝灰岩（荒島層）と接す
る露頭を観察した．Stop 4 は房総半島にしか
分布しない嶺岡層群の堆積岩（成層した頁
岩）を観察した．Stop 5 の代わりに蛇紋岩の
やや大規模な露頭を観察し，Stop 6 では房総
半島西側に露出するオフィオライト様岩類を
観察した．
　 2 日目は宿を 8 時半に出発し，すぐさま東
京湾フェリーで三浦半島に渡った．朝のうち
は雨模様であったが，久里浜港に到着するこ
ろには上がり，これ以降，傘の出番はほとん
どなかった．
　Stop 7 はこの巡検の最大の目玉と位置づけ
た，活断層「北武断層」沿いに見られる断層
破砕帯露頭である．ガウジに接して荒島層類
似の緑色凝灰岩（立石層）が存在することも
強調した．意外に人気があったのが，断層北
側に露出する三浦層群逗子層の整然と堆積し
たタービダイト砂泥互層であった．Stop 8 の
枕状溶岩は川が増水して露頭に近寄れず，護
岸上からの遠望による観察となった．Stop 9
は三浦半島でも最も西側（南側）（武山断層
沿い？）に露出する蛇紋岩体で，ここでも立
石層と接する様子を観察した．Stop10はその
立石層の模式地で，地名の由来である「立
石」は黄褐色の外観を示し，Stop 2 で観察し
た房総半島の荒島と酷似することが参加者の
目にも一目瞭然であった．Stop11の葉山層群
露頭は道路事情で観察できなくなったため，
Stop 7 の近傍で別露頭を観察しておいた．最
後のStop12は葉山層群と三浦層群が不整合で
接する「田越川不整合」露頭である．三浦半
島では三浦層群の下部が欠如しており，房総
半島を含めた当時の古地理やテクトニックな
動きなどの複雑さが想像された．以上で，観
察予定地をほぼすべて回り，予定通り，午後

	Cコース
	葉山−嶺岡帯トラバース

9 月13日（火）〜 14日（水）実施
案�内者：高橋直樹・柴田健一郎・平田大二
参�加者：岩本広志・上野　光・江森良太郎・

大塚　遼・大友幸子・小尾　亮・川端清
司・公文富士夫・鈴木　進・高橋一紀・徳
橋秀一・外山　真・藤岡換太郎・松本孟
紘・道林克禎・籾倉紀久・森里文哉

【案内者の報告】
　C班は三浦・房総半島南部に分布する葉
山・嶺岡帯を 2 日間かけて観察する移動距離
の長いコースである．本巡検の狙いは，葉山
−嶺岡帯の全体を通して観察することで，両
地帯の共通点や相違点を認識し，全体的な特
徴を把握しようというものである．特に注目
したい点は，両地帯に産出するオフィオライ
ト様岩類の起源及び定置の問題と，活構造に
関する問題である．前者の観察ポイントとし
て，オフィオライト様岩類の産状，特に暗緑
色凝灰岩（荒島層や立石層）との密接な関係
を，後者に関しては，両地帯に広がる特異な
地形をとりあげようと考えた．現地解説は，
房総半島側は主に高橋が，三浦半島側は主に
柴田・平田が担当した．
　JR千葉駅前を予定通りに 8 時にマイクロ
バス 1 台で出発した．出発時から雨模様で，
現地に着いた頃には本降りとなり，しばらく
の雨宿りを余儀なくされた．少したって小降

Cコース　三浦半島西海岸の「立石」にて
（横須賀市秋谷）

Cコース　東京湾フェリー甲板にて Dコース　金勝山，小川げんきプラザのテラスにて，堂平山・笠山を背
景に（宮下撮影）
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123年年会記事（東京大会）
　今回の巡検を通して，ナップ構造の概念を
体感し，自然の山々の見え方が大きく変わっ
た．特に， 2 日目に見学した跡倉ナップと基
盤岩の境界部では，まさにすべり面を裏側か
ら見ることができ，「根無し山」たる所以を
実感できた．途中で立ち寄った下仁田町自然
史館の展示・ビデオ解説はわかりやすく整備
されており世界ジオパークに向けた町全体で
の熱意を感じた．大規模で複雑な関東山地北
縁の地質構造発達史をわかりやすく解説して
くださった案内者の高木秀雄先生と宮下敦先
生には大変感謝している．

（遠藤弘人・大家翔馬：静岡大）　

　関東山地の北縁部では複雑な運動史を経て
ナップ構造が発達しており，狭いエリアの中
に多種多様な地質体が分布する．それらを主
要な露頭を巡りながら，この地域の地質構造
についての理解を深めたいと思い，巡検に参
加した．巡検は一日目からあいにくの雨だっ
たが，終始，和やかな雰囲気だった．案内者
の方々には基本的な質問でも一つ一つ丁寧に
お答えいただき，理解をより一層深めること
ができると同時に，自然の力強さを肌で感じ
ることができた．

（守法亮佑：名古屋大）

　今回の巡検では，ナップ構造がなす低角度
構造境界と関連する露頭と地形を観察した．
最も興味深かった所は三波川変成岩の本野上
露頭であり，上盤の低変成度ユニットと下盤
の高変成度ユニットとの低角断層や雁行脈を
観察した．巡検 2 日目は下仁田ジオパークを
中心に行われた．地域住民と協力するという
ジオパークの意義を上手く実現している．宮
室の逆転層，跡倉のフェンスター，ナップの
すべり面，中央構造線である川井の断層な
ど，様々な構造境界を紹介して頂いた案内者
の皆様に感謝している．

（SHIN Wonj：北海道大）

	Eコース
	関東山地の秩父帯北帯

9 月13日（火）〜 14日（水）実施
案�内者：久田健一郎・冨永紘平・関根一昭・

松岡喜久次・加藤　潔
参�加者：武藤　俊・山下大輔・曽田勝仁・菅

原久誠・高橋　聡・緒方信一・吉澤和子
（計 7 名）

【案内者の報告】
　見学旅行Eコースでは，秩父帯北帯のユ
ニット区分や黒瀬川帯（秩父帯中帯）との関
係性などといった観点から，関東山地の秩父
帯北帯を 9 月13日，14日の 2 日間にわたって
見学した．1 日目は秩父帯北帯の南縁部に位
置する叶山石灰岩とその周辺の地質体を見学
し，2 日目は秩父盆地南東部の浦山ダム周辺
の地質体の帰属問題の検討や，秩父帯北帯の

の礫が領家帯由来ではなく，跡倉ナップを構
成する岩体由来であることをインプットし
て，その岩体である寄居変成岩の新露頭を見
学した．その後金勝山に登り，2 日目にも見
学するペルム紀石英閃緑岩を見学．小川げん
きプラザ（集合写真）でクリッペの可能性の
是非が議論されている秩父帯の堂平山や笠山
を見ながら昼食．午後は御荷鉾帯中に存在す
る 4 億年の角閃岩を有する木呂子メランジュ
をコースに盛り込み，宮下が最近の研究成果
と解釈を披露．1 日目の多くは小さくて風化
した露頭が多かったので，最後に長瀞町本野
上の荒川沿いで三波川変成岩中のユニットを
区分する低角カタクレーサイト帯や雁鉱脈の
好露頭の見学を設定した．
　 2 日目の下仁田地域については，国内で
ナップ境界を見学する上でも適した地域であ
り，毎年学生巡検を実施していることから，
下見は 1 回で十分であった．下仁田をホーム
フィールドとしていた新井に代わって高木が
案内，露頭が語る明確なナップ運動の証拠を
見学した．最後に時間にゆとりができたこと
から，下仁田町の中央構造線の露頭も見学で
きた．ジオパークであることから，ほとんど
すべての重要な見学地点に案内板や川原に降
りる階段，宮室では駐車場も整備されている
点については，参加者からも驚きの声があっ
た．
　石神井公園駅前集合時は大雨でどうなるか
と気を揉んでいたが，全体として秋雨前線が
停滞する中ではまずまずの天気であった．宿
の甘楽ふるさと館でのミーティングでは，関
東山地の跡倉ナップの研究について90分ほど
解説した後自己紹介を行い，ほどなく解散．
宮下によると，今まで参加した巡検の中で、
最も真面目な巡検だったとか．参加者の感想
は，4 大学の院生・PDが参加したことから，
各大学を代表して短めにまとめていただい
た．最後に，下仁田町自然史館の会場手配と
御説明をいただいた関谷友彦氏にお礼申し上
げる．

（高木秀雄）

【参加者の感想】
　カタクレーシスなど浅部の変形で特徴づけ
られる構造境界が確かに低角になっている露
頭が，全体の構造区分と密接に関連している
様子を見学できた．浅部の変形構造が後に大
きく回転したとも考えづらく、説得力をもっ
てナップ構造を解説する巡検と思った．た
だ、ナップは低角な衝上断層だが，島孤にお
いては大陸衝突帯のように側方水平に長大な
移動距離をあまりとれないように感じる．深
部変成岩の鉛直方向の上昇と水平に近いナッ
プでの移動がどの様な幾何的関係になってい
たのか，沈み込み帯断面の上盤内でどの様な
変形場が描かれるべきなのかに関して興味が
深まった．

（上田匡将：東京大）

林道沿いには眺望が良いためか別荘が立ち並
んでいたが，蛇紋岩地帯なので地すべりのリ
スクとは常に隣り合わせである．同時に，蛇
紋岩地帯の湧水や土壌は日本酒「寿萬亀」
や，「蛇紋岩米」のような地元の名産品にも
一役買っている．
　 2 日目の朝はカモメとともに東京湾フェ
リーで三浦半島へと渡った．まず，横須賀市
野比海岸で葉山帯内部の活断層である北武断
層を観察した．断層に沿って破砕帯が露出
し，その中には目の覚めるような紺碧の蛇紋
岩を観察することができた．このほか，三浦
半島では嶺岡帯のものに類似する蛇紋岩が平
地の中に独立した丘として現れることが多い．
　野比海岸や横須賀市立石公園には，印象的
な安山岩質凝灰岩層が見られた．これは表面
こそ風化して褐色だが，新鮮な断面は緑色を
示す．荒島層も含め，類似する凝灰岩層は広
く点在しているが，それぞれの直接的な堆積
年代は得られておらず，対比に関して議論が
続いている．三浦半島では他にも，横須賀市
万葉公園のアルカリ玄武岩質枕状溶岩や葉山
町の田越川不整合のように開発が進む一方，
天然記念物として保存された重要な露頭を見
学することができた．
　地質学会の巡検では所属も専門も様々な老
若男女が，同じ地層を違った目で見て議論が
膨らむ．駆け出しの私にとっては，毎年新た
な発見と出逢いのきっかけの場でもある．最
後に，お世話になった案内者の方々，巡検を
通して議論やお話をしていただいた参加者の
皆様に改めて感謝申し上げます． 

（森里文哉）

	Dコース
	関東山地北縁部の低角度構造
境界

9 月13日（火）〜 14日（水）実施
案内者：高木秀雄・宮下　敦・新井宏嘉
参�加者：守法亮佑・高山信紀・遠藤弘人・大

家翔馬・SHIN Wonji・木村一成・岡本篤
郎・上田匡将・小川正之・福田惇一・平野
公平・酒井治孝・亀高正男（13名，名簿
順．2 名欠席）

【案内者の報告】
　今回の巡検コースを設定するにあたり，関
東山地北縁部の地体構造について解釈する上
で重要な低角構造境界を，どこで，どのよう
に参加者に見ていただくかについて検討を重
ねた．1 日目のコースについては，調査を
行ったのが30年近くも前のことであり，特に
前半は丘陵地帯ということもあって露頭の改
変も著しく，4 回程下見をしてコースを組ん
だ．領家帯については，鹿塩マイロナイト帯
の延長と考えられる関東で唯一の露頭見学を
設定，地震反射断面を提示して，その岩体が
北からのクリッペをなすことを解説．すぐそ
ばの中新統青岩礫岩中の花崗岩マイロナイト
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きた．もとの堆積構造など跡形も無い変形し
た泥岩，転石が転がる荒れた林道沿いの茂み
に隠れた砂泥互層，ダムで水没した露頭のわ
ずかな残り，化石を与えてくれない石たち，
取り付くのも一苦労な急斜面上にポツリと佇
む露頭．しかし，状況が悪い露頭を前にして
叶山鉱山の時とはまた違ったテンションの高
まりを覚え，自分は少し捻くれているんじゃ
ないかとも思った．
　今回の巡検で最も印象に残ったのは，地域
地質に懸命に取り組む巡検案内者の方々の姿
勢である．地質学において実物を見ることは
野外で記載をすることであり，だからこそ地
球科学の中では初歩的な部分でもある地域地
質を極めることは重要なはずだ．案内者の
方々のように地域地質を読み解く力を自分も
つけたいものだと感じた．
　最後に，巡検の企画から当日の案内まで力
を尽くしてくださった久田健一郎先生，冨永
紘平さん，加藤潔先生，関根一昭先生，松岡
喜久次先生に，参加者を代表して心よりお礼
を申し上げます．

（武藤　俊：東大博士 1 年）

意見をいただいて学生の私としては非常に勉
強になった巡検となった．最後に，今回参加
していただいた参加者の皆様，123年学術大
会本部の巡検担当の方々，ご協力いただいた
秩父太平洋セメント（株）の方々に厚く御礼
申し上げます．

（冨永紘平：筑波大博士前期 2 年）

【参加者の感想】
　秩父地域における秩父帯は，この付加体の
名称のもととなった地域でもあるが，その地
質構造や区分については未だに議論が続く場
所でもある．今回の巡検では，そのうち秩父
帯北帯を案内して頂いた．人数が予定より少
なく，移動手段はバスからレンタカーに変更
になったのだが，結果的には小回りが利いて
便利であり，一人一人とお話をする時間が長
くとれることに繋がって，むしろ良かったよ
うにも思う．
　巡検のハイライトは，何と言っても叶山鉱
山の切羽での，海山石灰岩見学だろう．通常
は立ち入り禁止の鉱山内では，石灰岩の地質
構造や堆積構造が良く見て取れる．個人的に
叶山鉱山の近くで石灰岩を観察した経験か
ら，それまでは案内者の冨永さんの学会発表
を聞くたびに「新鮮とはいえ研磨していない
破断面でバッフルストーンが認定できるのだ
ろうか」と不思議に思っていたものだが，実
際に露頭で見てみると疑問は霧消した．ま
た，地質図上で比較的小さい石灰岩体として
みるより，切羽一面に広がる石灰岩を見てい
る方が，ここがかつて大きな海山の頂部で
あったことがイメージされやすい．露頭の上
に立ち，海溝に引っかかった海山のことを想
起すると，冨永さんの研究テーマでもある海
山の付加過程が改めて面白く思える．
　叶山鉱山と比べると，他の見学地は，露頭
の良さと言うよりは（重要な情報を持つ露頭
には間違いないのだが）調査された案内者の
方々の苦労が伝わってくる場所であり，地質
図を作るとはこういうことなのだなと確認で

主要部の放散虫産出地点や各ユニットの典型
的な露頭の観察を行った．参加人数の関係で
レンタカー 2 台での実施となったが，人数
が少ない分濃い議論ができた巡検になった．
　 1 日目は，朝10時に西武秩父駅に集合し叶
山鉱山に向かった．あいにくの雨予報で，叶
山南方に分布する蛇木ユニットの露頭（Stop 
1 ）と北方に分布する住居附ユニットの露頭

（Stop 5 ）では，増水により川を渡ることが
できず対岸からの説明のみとなったが，叶山
鉱山の見学（Stop 2 ，3 ）や叶山鉱山と住居
附ユニットの境界（Stop 4 ）では幸い天気が
回復し十分に観察と議論ができた．叶山石灰
岩中に発達する衝上断層や石灰藻からなる
バッフルストーンの露頭などを観察し，見学
者の方々も満足していただけた様子であっ
た．叶山鉱山下山後は，住居附ユニットとの
境界（Stop 4 ）を観察し，石灰岩と接する玄
武岩の産状を見学しその関係を議論した．
　 2 日目は，浦山ダムの見学（Stop 6 ）から
始まった．浦山ダム周辺の露頭では，案内者
の一人である久田先生の学生時代のルート
マップも登場し，ダムが建設される前の露頭
の様子や，加藤先生による新たな解釈も含め
て秩父帯北帯と黒瀬川帯の当地域での分布に
つ い て 議 論 が 深 ま っ た． 秩 父 華 厳 の 滝

（Stop 7 ）および風早峠（Stop 8 ）では，当
地域の秩父帯北帯の古くからの層序区分であ
る柏木ユニットおよび上吉田ユニットに加え，
年代・岩相の観点から新たなユニットとして
提唱されている風早峠ユニットの見学を行っ
た．その後，関東山地東縁の安戸地域へ向か
い御荷鉾緑色岩と秩父帯との境界（Stop 9 ）
および，柏木ユニットの放散虫産出地点

（Stop10）の見学を行った．放散虫産出地点
は，近づくだけでも困難な急な斜面の露出す
る珪質粘板岩からなり，先生方の長年の苦労
を物語るものとなった．
　本巡検では，学生や大学教員を始め，高校
教員，学芸員，一般企業の方など様々なバッ
クグラウンドを持つ方々が集まり，皆様のご

Eコース　叶山鉱山（Stop 3）における集合写真 Fコース　殺生河原手前の白根ロープウェイ前にて

Eコース　Stop 7 bにて柏木ユニットの典型的
な岩相を説明する関根先生（左から 3 番目）
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123年年会記事（東京大会）
たいと感じた．
　最後になりますが，案内者の方々のご配
慮，ご尽力によって，実り多き巡検になった
ことに心より感謝いたします．

（小椋隆馬：東京学芸大学教育学部
環境総合科学課程自然環境科学専攻）

	Gコース
	伊豆半島南部，新第三系白浜
層群での浅海底火山活動

中止

	Hコース
	富士山山麓を巡る
	～火山地質から防災を考える～

中止

	 Iコース
	千葉市の昔の海岸線を歩く
	（地学教育・アウトリーチ）

10月 1 日（土）実施
案内者：米澤正弘・加藤　潔
参�加者：（教員枠）藤原　靖・藤岡導明・雑

色啓晴・飯島　力・相原延光・那賀俊明・
小川乃絵・鈴木航平，（一般枠）浅野俊
雄・杉本大志・堀琢磨・須田總恵・服部セ
ツ子・佐口政光・佐口美智子・宮田真也・
白井　豊・太田慶子（計18名）

【案内者の報告】
　今回の教師・一般向けアウトリーチ巡検
は，本会より 2 週間遅い10月 1 日（土）に

「千葉市の昔の海岸線を歩く」と題して実施
した．千葉市の東京湾側は，40年以上前に埋
め立てられた広い土地の上に，京葉線や高速
道路が走り，幕張を初めとする新都心が広
がっている．人々から埋め立ての記憶が薄れ
ていく中で，街中に過去の海岸の痕跡を探
し，それを知っていただくことで過去と現在
を対比していただければと企画した．参加者
は，現職教員 9 名（ 1 名欠席）と一般10名
で，適度な人数であった．
　朝 9 時半に稲毛海岸駅に集合し，注意事項
などを確認して歩き出す．空模様が心配だっ
たが，なんとか降らずにStop 1 のこじま公園
前に着く．ここでは，海上保安庁から払い下
げられた巡視船 “こじま” の展示風景の変化

（海岸線→内陸の池）から，海岸線の変遷を
実感してもらった．次のStop 2 では，昔の国
道14号線沿いにあった納涼台（海の家）が，
埋め立てにより約400m沖合に平行移動した
痕跡（納涼台と同じ傾斜の屋根の家や同じ名
前のレストラン）を見学した．ここで参加者
の一人が，電柱に “納涼幹” という表示があ

	Fコース
	吾妻渓谷地域の地質

9 月13日（火）～ 14日（水）実施
案�内者：中村庄八・中山俊雄・藤本光一郎・

方違重治
参�加者：赤塚正明・石井正之・小椋隆馬・小

荒井　衛・小林忠夫・竹本弘幸・辻野　
匠・土志田達治・中島啓治・渡邉拓美（計
10名）

【案内者の報告】
　 1 日目は，八ッ場ダムの建設工事に伴い新
設されたJR線川原湯温泉駅にPM0:30に集合
した．レンタカー 3 台に分乗し予定通り出
発し，当地域を一望できる展望台（Stop 1 ）
に向かった．ダム湖畔斜面や移転地域の整備
状況，ダム堤体の掘削現場などを展望できた
が，雲が低くたれ込み，近隣から遠方の山々
まで雲の中となっていた．
　Stop 2 では，吾妻渓谷（吾妻峡）右岸ぞい
の遊歩道を歩き，この地域の陸成の火山岩類
から構成され中性変質作用を受け緑青色に変
わった鮮新世の八ッ場層と，同層に貫入する
多数の安山岩岩脈群や同方向の複数の断裂を
観察した．遊歩道の終点からは，掘削により
露出したダム底の八ッ場層，岩脈，断裂・断
層などが複雑に交叉している構造を，ほぼ直
下に覗き見た．ここでの見学後，約100万年
前の菅峰火山から流出した初期の安山岩溶岩
が分布するStop 3 に向かった．この地点では
溶岩やその下位の火砕岩の見学とサンプルを
した．
　この後，宿泊先の草津セミナーハウスに向
かう．予定より20分ほど到着が遅れたが，夕
食をとり，酸性泉を特徴とする草津温泉に浸
かり 1 日の疲れを癒やして，学習会となった．
　 2 日目も，雲が低く立ちこめる中，草津の
温泉水と関係する酸性変質帯の噴気孔を
Stop 4 の殺生河原で観察した．ここでは，ガ
ス検知器を準備した，東京工業大学火山流体
研究センター草津白根火山観測所の寺田暁彦
氏（本学会員）から，参加者の誘導ならびに
概要の説明を受けることができた．
　次に，浅間山北麓Stop 5 で，2.4万年前の
浅間山の活動による「応桑岩屑なだれ堆積
物」を見学した．再び，初日のダム湖周辺域
に戻り，Stop 6 地点にも堆積した同一の応桑
岩屑なだれ堆積物を見学した．この堆積物で
構成される地すべり地の観察とダム湖形成後
につての意見交換があった． 
　見学地Stop 7 は，ダム堤体に近い川原畑地
区代替地の変質帯の観察である．すでにStop 
4 の殺生河原で，現在形成しつつある酸性変
質帯を観察し，変質作用の基本理解はできて
いた．この代替地に隣接する国道145号線バ
イパス切土の変質帯と代替地内の町道での変
質脈を見学した．前者では，切土のコンク
リート枠が，酸性変質帯によって酸性化した

地下水で溶かされつつある場所と，変質帯の
粘土により路面と側道の縁石が大きく変形し
た場所とを観察した．参加者の中には，地す
べりも影響するとの意見もあった．
　今回の巡検は，皆さんのご協力があったか
らこそ，トラブルもなく，実り多き巡検が実
施できたと案内者一同感謝するとともに，参
加者の皆様に心よりお礼申し上げます．

（中村庄八）

【参加者の感想】
　今回の巡検は自分にとって，学校等で行く
巡検以外では初となる本格的な巡検であっ
た．参加者の中でも一番の若輩者であったた
め，基本的な知識は劣っていたが，案内者の
方々のわかりやすい説明で吾妻地域の地質と
八ッ場ダムの問題点について理解することが
出来た．
　八ッ場ダムでは，ダム湖に沈む部分の建設
現場を見ることは，今しかできない体験で
あったので，非常に貴重な経験になった．ま
た，最後の観察ポイントであった変質帯で
は，自分の研究テーマである粘土鉱物が見ら
れ，今回の巡検の総まとめともいうべき様々
な要素が見られた．殺生河原で観察したよう
な酸性変質帯から流出する酸性地下水によっ
て，擁壁のコンクリートが溶かされている現
場や，道路の縁石が盛り上がっている現場な
ど，周辺の地質的な特性を観察したからこ
そ，その場所でそのような現象が起こること
に納得が出来た．見学コースの組み方によっ
て，ただ回るだけでなく，しっかり納得でき
る構成になっており，素晴らしいと感じた．
また回る中で，案内者の方だけでなく，参加
者の方にもいろいろなことを教えていただき
実り多い巡検になった．
　一日目の夜に行われた勉強会では様々な方
のお話を聞くことが出来，その後の懇親会で
は地質のことだけでなく，地学の学校教育の
ことまで，様々な立場，年代の方と意見を交
換することが出来，教育学部の自分としては
とても刺激的な談義であった．巡検を通し
て，自分よりたくさんの経験を積まれている
方のお話をたくさん聞けたことは今回の巡検
で観察した事実と共に自分にとっての素晴ら
しい経験になった．資料を読んだり，文献を
当たったりするだけでは手に入らないような
経験が巡検を開催する意味だと思うので，今
後もこのような巡検に積極的に参加していき

Fコース　Stop 2 吾妻渓谷鹿飛橋にて
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ントもできる地質屋，金属と地熱開発に精通
する地質屋等，専門を軸として経験の幅を広
げた方が活躍している印象である．
　最後になりましたが，案内者の米澤様，白
井様，加藤様他，皆様に御礼を申し上げま
す．特に，①参加者に問いかけを行ってか
ら，説明を添えていたこと（例えば，浅間神
社前の国道14号分離帯だけ敷石が異なるのは
何故か），②景観を説明する際，昔の写真を
示して，現在と異なる点に説明の力点が置か
れたこと（例えば，海上の鳥居から浅間神社
まで，船を並べてつくった臨時の橋（船橋）
を通ってお参りする写真）により，非常に理
解が深まりました．

（堀　琢磨：JOGMEC）

　見慣れた風景を見直す ：千葉市内に住み
始めて35年程になる．初めは美浜区にその後
花見川区に移った．日ごろ見慣れた地域が見
学コースと聞いて，どんな案内をしていただ
けるか楽しみに参加した．
　集合場所のJR京葉線稲毛海岸駅前で分か
りやすい資料をいただき，9 時30分を少し過
ぎてスタート．まずは国道14号手前の「こじ
ま公園」へ．かつて園内のプールに大きな船
が浮かんでいた．海と連絡していないのに，
どう運搬してきたのかと不思議な光景があっ
た．実は岸壁に係留されていたものが順次埋
め立てが進行した結果，陸地に囲まれてし
まったのである．岸壁に係留されていた当時
の写真を見せていただき十分納得．続いて付
近の移築された納涼台（海の家）を偲ばせる
建物を見学．埋立て以前は浜に突き出して建
てられ，夏期は海の家であった．子供の頃海
水浴にきて利用したが，夏期だけの建物でな
く通年存在していたとは知らなかった．
　移動し国道に出て地域では著名な稲毛浅間
神社の鳥居へ．埋立て前は海にあり，当時こ
の鳥居の脇には真水が湧いていたという．初
めて聞く話で俄かに信じられなかったが，参
加者の方から近くのマンション敷地内に今も
湧いているとのこと．北陸富山湾では同様の
現象があるというが，スケールは違うにせよ
千葉市内にもあると知り感動．国道を渡って
浅間神社の裏手に出る．忽然と砂丘に松林の
風景が現れ，しかも松の根が露出し少し奇妙
な景観である．砂が風で飛ばされとのこと．
　稲毛地区の見学を終え京成電車で幕張へ移
動．甘藷の試作で有名な青木昆陽を祀る昆陽
神社と一部保存されている甘藷試作地前を抜
け国道を横切り大型スーパー店内で昼食．
　午後は再び国道を渡って北へ，旧国道14号
に出て南の小道へ折れると墓所が現れた．砂
浜の基本構造は海側に前浜その奥に後浜があ
り，その間は少し高くなっているという．墓
所はその高まりにあるが，農地などの土地利
用ができなかった所に設けたものか．幕張駅
側に戻りツアー最後の花見川へ．現在の河口
は埋立てのため 2 ㎞先．この川は印旛沼の洪
水を防ぐため江戸期以来何度か改修工事を試

県の地形は，丘陵31%，台地44%，低地25%
（「すすむ千葉県」による）で構成され，その
中で，本巡検が行われた地域（稲毛海岸集合
～幕張駅解散）は，標高が低く，低地と台地
に，隙間なく建物が広がる住宅・商業地であ
る．表のように，地形面毎に，土地利用や地
名に特徴が表れる．果たして，台地を開析す
る谷は，埋立地の地下を通過して，現在の海
底谷に連続しているのであろうか．このよう
な疑問に関して，最近見やすくなった国土地
理院発行の二万五千分の一地形図と，等深線
が描かれている海上保安庁発行の海の地図図
が， 1 枚の図幅として市販されると良く，そ
れは海岸周辺に対する国民の理解促進につな
がると思う．
　先生方とお話しできたことは有益であっ
た．例えば，地学教員が物理等の講義はでき
るが逆は難しい，地学以外の担当が長く苦労
したが広い視点が得られて多様な業務に対応
できるようになった，等である．振り返る
に，探査開発では，財務・経理に強く外部の
複数チームを統合するプロジェクトマネジメ

るのを発見．たぶん昔の納涼台の名前に由来
するのだろうと，一同納得．Stop 3 の浅間神
社では，現在国道14号線のすぐ脇にある一の
鳥居の，海中にあった昔の様子と埋め立てに
よる位置の移動を，写真を見ながら考察し
た．途中小雨が降り出したがStop 4 の稲毛陸
橋に進み，低地から段丘面上に架かる橋の階
段を上りながら，典型的な海食崖の地形を見
学した．松林に覆われた小高い丘のStop 5 稲
毛公園に着くと，地面にある軽そうな砂粒を
観察．角の取れた長石や石英からなり，風で
飛ばされてきたことがわかる．ここは昔の砂
丘で，そこに生えた松の根が砂の供給停止に
より地上に姿を現した“根上がり松”も見られ
た．
　京成電車で 2 駅移動し大型スーパーで昼食
の後，Stop 6 幕張 2 ～ 3 丁目の旧国道14号
線沿いにある砂州と前浜を傾斜に注意しなが
ら歩いた．砂州上はところどころ墓地になっ
ていて，構成する砂粒も泥が混じり淘汰が悪
い．最後にStop 7 の花見川浪花橋付近で，河
川改修によって今では住宅地になっている旧
河道を探してもらった．
　一般向けの巡検ということもあり，かなり
準備をして取り組み，わかりやすい説明を心
がけたつもりである．参考になったというご
意見を多数いただき，案内者としては嬉しい
限りである．参加者からの質問やフォローも
あり，案内した私も新しい発見ができた．巡
検案内書作成にご協力いただいた皆様に，厚
く感謝申し上げます．� （米澤正弘）

【参加者の感想】
　地質巡検の訪問先は，①基盤が露出してい
る地域，②山と盆地のように，高低差のある
地域，③岩石の種類が豊富な地域，④森林が
分布する地域，⑤現地形が保存されている地
域で行われることが多い．確かに，全国の地
形構成は，山地61%，丘陵12%，台地11%，
低地14%，その他平地 2 %であることから
も，訪問先が山地になることは頷ける．
　本巡検は，これとは趣向を異にする．千葉

Iコース　図 1

Iコース 稲毛公園にて
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れており，平野広域の鍵層として重要視され
ている．HU 1 の下位には，同じく重要な鍵
層のひとつである第 2 堀之内テフラ（HU 2 ）
も観察できた．
　昼休み，首都大学東京名物のパワー丼

（PD）に舌鼓を打った後，多摩丘陵北東端ま
で移動し，稲城層の露頭を観察した．露頭は
幅約50 m，高さ約 5 mと大規模で露出状況
も良好であった．ここでは根方－百合ケ丘テ
フラ（NG-YR）を観察した．NG-YRの上位
では，堆積構造の極めて明瞭な凝灰質砂層が
みられる．凝灰質砂層の堆積環境について説
明があり，露頭前では参加者間でも活発な議
論がなされた．
　その後，多摩川沿いを横浜市綱島まで下
り，王禅寺層の露頭を観察した．ここでは，
浅間－Kd18テフラ（SG-Kd18）と宮田テフ
ラ（MT）の計 2 層のテフラが観察できた．
上位のSG-Kd18は，会津地方の火山を給源と
するテフラのひとつと推定されている．関東
平野における精緻なテフラ層序の確立は，会
津地方など他地域のカルデラ噴火史復元にも
貢献していることが紹介された．
　本巡検では都市化の著しい地域を対象とし
ながらも，非常に保存・露出状態の良い露頭
を観察することができた．テフラの観察だけ
でなく，化石や堆積環境についても学ぶべき
点が多く，大変有意義な体験であった．案内
者の鈴木先生からはテフラやその研究手法に
ついて，白井先生からは堆積構造や堆積環境
について，福嶋先生からは産出する様々な化
石について，熱心かつ丁寧に解説をして頂
き，理解を深めることができた．末筆ではあ
りますが，案内者の先生方に厚く御礼申し上
げます．

（佐藤善輝：産業技術総合研究所）

	Kコース
	関東地震

9 月 9 日（金）実施
案内者：宍倉正展・鎌滝孝信
参�加者：小林　航・小野寺弘幸・千代田厚史・

横山由香・朝比奈利廣・坂本　泉・石井正
之・河本和朗・宮崎裕子・青島　晃・藤岡
導明・細谷正夫・尾崎充雄・小滝篤夫・高
橋一紀・森野善広・細矢卓志（計19名）

【案内者の報告】
　K班は本大会前日の 9 月 9 日に，房総半島
南部で過去の関東地震の痕跡を巡る日帰りプ
レ巡検として企画された．当日はまだ残暑が
厳しい中であったが，晴天に恵まれ，案内者
2 名を含む19名の参加で実施された．
　朝，東京駅を出発したバスは東京湾アクア
ラインを渡り，JR館山駅で 1 名の参加者が
合流した後，Stop 1 の見物海岸に到着した．
ここでは海岸段丘や生物遺骸群集に記録され
た1923年大正と1703年元禄の 2 回の関東地震
による隆起の痕跡を観察した．本来であれば

至るまで様々なテーマに議論が広がり，現場
でものをみて討論できる巡検の良さが発揮で
きたと感じている．この後午前中最後の予定
地点（都立長沼公園）は時間的理由で割愛し
た．昼食は首都大の生協食堂を利用した．各
自が好きなメニューを選択でき価格・量の点
で満足頂けたのではと期待している．午後は
稲城市の神社付近から再開した．露頭に乏し
い多摩丘陵では珍しく過去から将来にかけて
保存が期待できる露頭で，しかも稲城層中の
明瞭なテフラ層とその再堆積状態が見事な層
理から観察できる貴重な場所である．露頭前
では約140万年前のバリアー島について議論
が交わされた．その後の最終観察地点は離れ
た横浜市綱島であったが比較的道路状況はよ
く，ほぼ時間どおり到達できた．ここで観察
したテフラは東北南部から飛来したテフラで
あり，他の地点のテフラが中部地方を起源と
することと対照的である．様々な地域からも
たらされたテフラが一地域で層位関係が確認
できるという関東のテフロクロノロジー上の
重要点を示すことができたと思う．ここから
は最寄駅まで歩ける距離でもあるため，同地
点で解散としほぼ定刻で終了できた．全体を
通してみればテフラを年代の鍵にして堆積環
境や古生物について広く紹介できたと考えて
いる．また「江戸前地質学」とは市街地での
調査・巡検などでありその実施は難しく，社
寺や水道用地あるいは河床など特殊な場所を
対象とすることにより，始めて実現可能にな
るという点も強調されたのではと思う．
（案内者：鈴木毅彦・白井正明・福嶋　徹）

【参加者の報告】
　J班では，関東平野の “器” を形作ってい
る上総層群，特に地層の広域対比の鍵となる
テフラに着目して巡検を行った．巡検前日に
台風13号が接近したものの，幸い，当日は降
雨もほとんどなく，台風一過の空の下，案内
者 3 名・参加者20名で関東平野の器にしがみ
つき，在りし日の海岸平野に思いを馳せるこ
とができた．
　最初に訪れたのは狭山丘陵．東京都水道局
の管理する林地を一同列をなしてしばらく進
むと，沢沿いに狭山層の露頭が現れた．ここ
では，層厚約 1 mの狭山ゴマシオテフラ

（SGO）を観察できる．堆積構造が認められ
ることや偽礫を含むことなどから，同テフラ
の二次堆積物と思われる．
　その後，狭山丘陵から武蔵野台地へと下り
て多摩川河床に向かった．ここでは多摩川の
下刻作用によって上総層群が露出しており，
河床一面に小山田層の見事な露頭が広がる．
同層中には直立した樹幹や球果などの植物化
石，動物の足跡化石などが多数認められ，堆
積当時の低湿地環境が目に浮かぶようだっ
た．また，白色軽石の濃集する第 1 堀之内テ
フラ（HU 1 ）が観察できた．HU 1 は上述し
たSGOや銚子周辺のOb4b-1に対比されるほ
か，関東平野のボーリングコアからも検出さ

みたものの果たせず，昭和40年代に入って完
成したとのこと．旧河道を巡り改修前の川を
偲ぶ． 5 時間近くの見学を終えてJR幕張駅
で解散．
　見慣れた場所と思っていたが，説明を受け
つつ歩いたお陰で改めて見直した．講師の
方，準備にご尽力された方々に心よりお礼申
し上げます．

（佐口政光）

	 Jコース
	関東平野南部における
	上総層群のテフロクロノロジー

9 月 9 日（金）実施
案内者：鈴木毅彦・白井正明・福嶋　徹
参�加者：小泉明裕・栗原　慧・七山　太・曽

田勝仁・佐藤善輝・本郷　智・宇都宮正
志・細根清治・尾崎正紀・石井陽子・西田
尚央・河野憲二郎・山縣　毅・篠﨑　貞・
須藤　宏・村岡典幸・納谷友規・布施憲太
郎・小荒井衛

【案内者の報告】
　J班では本大会テーマ「江戸前地質学」を
意識し標記のテーマを掲げて一日巡検を企画
した．テフロクロノロジーとあるが堆積学と
古生物も取りこみ幅広い内容をめざした．順
調に参加申し込みがあり実施に至ったが，こ
れは本大会前の巡検で他の巡検と日程重複が
少なく日帰り巡検であるためであろう．当日
はおおよそ天候に恵まれ集合地点（立川駅北
口）を予定の 8 時すぎに巡検バスは出発し，
間もなく狭山丘陵に到着した．付近は東京都
の水道用管理用地であるため事前に立入許可
を得ており，当日はゲートを解錠して露頭に
向かった．しかし案内の不備で予定と異なる
露頭に誘導してしまい，目的である狭山層中
のテフラについては再堆積部が卓越する条件
の悪い場所での観察となってしまった．この
様な状況であるにもかかわらず参加者からは
多数の質問がよせられ正直なところ安堵し
た．その後多摩川河床にて小山田層と含まれ
るテフラを観察した．狭山丘陵とは異なり開
けた河床での観察であるためか，熱心に案内
を聞きながらも参加者は各々の関心に応じ観
察していた．ここでは古生物学的なテーマか
ら当時の堆積環境，さらにはテフラの起源に

Jコース　多摩川河床（白井撮影）
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高位に発達する元禄関東地震よりも古い時代
の海岸段丘を観察した．Stop 2・3 では館山
市巴川において縄文時代の津波堆積物を観察
した．当時，巴川は静かな内湾（古巴湾）で
通常時には泥質堆積物が堆積する環境であ
り，古巴湾内浅海域に流入した津波堆積物を
観察した．
私は現在，海域（沿岸域・内湾）において
2011年東北地方太平洋沖地震・津波による津
波堆積物を対象に研究を進めており，以前か
ら内湾環境で形成された津波堆積物の露頭が
ある巴川に観察に訪れたいと思っていた．古巴
湾では湾口部（Stop 2 ）と湾奥部（Stop 3 ）
の露頭について観察をした．湾口部の露頭で
は，下位から①泥層・②級化構造をもち下位
と明瞭な境界を持つ砂礫層・③泥層の順に変
化しており，②の砂礫層が過去の津波堆積物
との説明を受けた．津波堆積物層は非常に厚
く（約 1 m），最下部はかなり粗粒な礫で構
成されていた．湾奥部では，5 層の津波堆積
物を観察した．それぞれ約30cmの厚さで分
布し，かなり細粒な堆積物で構成されてい
た．湾口部から約800mの間に，岩相・層厚
は大きく変化し，薄層化および細粒化したこ
とが確認された．今回はStop 2 と 3 の露頭を
観察したが，機会があればその間も観察し，
岩相がどのように変化するか観察したいと感
じた．また，普段私が取り扱っている津波堆
積物試料との共通点や異なる特徴が確認でき
た．今後自分の試料と合わせ，内湾での津波
堆積物の特徴を明らかにする参考にしていき
たい．
　海岸段丘の観察では，その変化量などから
その履歴・間隔・規模の特定が行われ，それ
らの特定を各地で行うことにより，波源の推
定を行っていると説明を受けた．地形から堆
積物だけではわからない地震の特徴（規模な
ど）について，多くの情報を得られることに
改めて気づかされ非常に興味深く感じた．
　今回の巡検で地形的・堆積学的考察がその
当時の地震や津波をより詳細に読み解く鍵と
して非常に重要であることを改めて感じた．
今後自分のフィールドでも参考にし，さらに
研究を進めたいと思う．最後になりましたが
企画・案内をしていただきました産総研 宍
倉博士，秋田大学 鎌滝先生に深く感謝申し
上げます．

（横山由香：東海大学海洋学部）

つの地震によって形成された地形の違いを観
察した後，より高位の段丘も隆起量の違いを
反映した形状をしていることを確認した．そ
して最後は標高約30 mの最高位の段丘の上
に立ち，完新世における隆起速度の速さを実
感していただいた．
　全ての地点を巡った後，参加者から記念撮
影をしていないことを指摘され，慌てて海岸
に下りていただいて撮影したり，帰路は予想
外に時間がかかり，当初予定時刻に東京駅に
戻れないことから急遽羽田空港に立ち寄った
り，と最後はバタバタしてしまったが，なん
とか無事に終了することができた．この場を
借りて参加者の皆さん，関係者の皆さんに当
日の不手際のお詫びと感謝の気持ちをお伝え
いたします．どうもありがとうございました．

（宍倉正展）

【参加者の感想】
　房総半島南部沿岸域では，プレート間地震
である関東地震の影響による地殻変動や津波
が繰り返し発生してきた地域であることが知
られている．今回の巡検では地殻変動（海岸
段丘など）や津波（津波堆積物）の痕跡を地
形や地層から観察し，その記録を読み解くこ
とが目的となっている．
　巡検当日は東京駅に集合した後，千葉県に
向かった．Stop 1 館山市見物海岸および
Stop 4 南房総市では，連続的に確認される大
正・元禄関東地震により隆起した海岸段丘を
観察した．またStop 5~6 では，Stop 4 より

現在の潮間帯付近に形成された地形や生物群
集を観察できれば，モダンアナログとして良
いリファレンスとなったのだが，あいにくこ
の日は潮位のタイミングが悪く，それらは満
潮位の海面下に没していた．しかしながら現
在でも生々しく残されたマガキやヤッコカン
ザシからなる隆起生物遺骸群集に，参加者も
地盤の動きを実感できたようである．
　Stop 1 で昼食を済ませた後，一行を載せた
バスはStop 2 および 3 の巴川に移動した．こ
こでは沢沿いの露頭で縄文海進期の内湾堆積
物中にくり返し挟まれた津波堆積物が観察で
きる．夏場に生い茂った藪の中で河床に下り
る場所を探すのに一苦労したが，なんとか露
頭にたどり着き，地層の観察を渇望していた
参加者は，ねじり鎌を片手に丹念に観察して
案内者の鎌滝氏に多くの質問を投げかけてい
た． 巴 川 の 露 頭 はStop 2 が 内 湾 の 海 側，
Stop 3 が陸側と考えられ，津波の遡上の順番
で観察できるようになっている．海底の津波
堆積物が現在の陸上で見られるという状況
に，最初は津波襲来時の環境をイメージしに
くかった一部の参加者も， 2 つの地点を巡っ
たことでよく理解ができたようであった．
　巴川を後にした一行は，バスで房総半島南
端の海岸沿いを通って千倉まで移動した．千
倉の平磯，千田地区周辺は縄文海進頂期以降
に離水した岩石侵食段丘が複数のレベルで発
達しており，それらを低位の段から高位の段
に向かって歩きながらStop 4 〜 6 と巡って
いった．まず大正と元禄の隆起量の異なる 2

Kコース　参加者集合写真（千葉県南房総市千倉町の海岸にて）
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2016年受賞記念講演

東京・桜上水大会：
2016 年受賞記念講演

2016年度日本地質学会各賞の受賞記念講演・スピーチ（2016年9月10日　
於日本大学文理学部百周年記念館）の内容をもとに各講演者の皆様に原稿
をご執筆いただきました．

リング法こそモホール計
画です．「ちきゅう」が太
平洋のマントル物質を持
ち帰るのは我々の夢の実
現です．一日千秋の思い
で待ちましょう．

クロムスピネルの強み
　さて，固体貫入かんら
ん岩（およびそれ起源の
蛇紋岩）は露出すると風
化・削剥され周囲に砕屑物を供給します．その結果，岩体の極
近傍にのみ蛇紋岩砂岩が形成されます．岩体から離れると蛇紋
石は消失し，堅牢で風化・変質に強いクロムスピネルや単斜輝
石（特に前者）のみが砕屑物に含まれます．これらが重要な情
報をもたらすのです．顕微鏡で薄片を観察するとよくわかりま
すが，蛇紋岩化に伴い，かんらん石や斜方輝石は消失しやすい
のですが，クロムスピネルや単斜輝石（特に前者）は変質を免
れて残留していることがしばしばです．
　クロムスピネルは様々な元素を含む複合的な酸化物で，岩石
学的に重要な指示者とされています（図 2 ）．かんらん岩など
の超マフィック岩から未分化な火山岩中にかなり普遍的に存在
します．
　それでは，火成岩中のクロムスピネルからどのような情報が
得られるのでしょうか？クロムスピネルの特徴を示すパラメー
タとしてMg/（Mg＋Fe2+）原子比（しばしばMg#と記される），
Cr/（Cr＋Al）原子比（しばしばCr#と記される）があります．
マントルかんらん岩ではMg#とCr#はおおむね負の相関を示し
ます．また，クロムスピネルの主要構成成分として重要なFe3+

はマントルかんらん岩中では低い（Fe3+/（Cr＋Al＋Fe3+）原子
比<0.1）という特徴があります．マントルかんらん岩ではクロ
ムスピネルのCr#とかんらん石のFo値（100Mg＃）は正の相関
があります．マントルかんらん岩はCr#（クロムスピネル）−
Fo#（かんらん石）平面の狭い領域（かんらん石−スピネルマ
ントル列，olivine-spinel mantle array, OSMA）に収まります

（Arai，1994）．さらに，このクロムスピネルのCr#はかんらん
岩のモード組成と強く連関しています．おおむねCr#が0.5以上
のものはハルツバーガイト，0.5以下のものはレールゾライトで
す（Arai，1994）．ただし，ここでのハルツバーガイトとレー
ルゾライトの境界は通常の単斜輝石 5 %ではなく，単斜輝石／

（斜方輝石＋単斜輝石）10％としています（Arai，1987）．よく
使われる図にMg#-Cr＃図がありますが，使う際には注意が必
要です．Mg#はCr#と正の相関がありますが，その傾きは平衡
温度によります．低温ほど傾きが緩くなります（図 3 ）．大ま
かに言って，あまり冷却されていない捕獲岩では傾きが急

（Cr#の変化幅に対してMg#の変化が小さい）であり，貫入時
以降で冷却されている固体貫入岩では傾きは緩く（Cr#の変化
幅に対してMg#の変化は大きい）なります（図 3 ）．また平衡
温度によるMg#の変化はCr#が高いほど大きくなります．これ
はかんらん石−クロムスピネルのMg-Fe2+分配の温度依存性が
Cr#が高くなるほど大きくなるためです（Evans and Frost, 
1975）．また，低温の岩石中では，クロムスピネルのMg#はク
ロムスピネル／かんらん石のモード比にも依存します（Arai, 

はじめに
　金沢大学の荒井です．この度は日本地質学会賞を授与してい
ただき大変ありがとうございます．今まで共に研究してきた皆
様，そして今回私を推薦して下さった方々に厚くお礼を申し上
げます．ある時期日本地質学会から少し距離をおいていたこと
もありましたが，地質学雑誌，Island Arcに20編前後の論文を
残しており，多少とも学会への貢献もあったと信じています．
　さて私は卒業論文以来長きに渡ってマントル物質の岩石学・
地質学を研究して来ました．様々なテーマを扱って来ましたが，
今日はマントル由来物質と「狭い意味の地質学」の関係に関す
るお話をしたいと思います．砕屑性蛇紋岩や砕屑性クロムスピ
ネルなどの類いのお話です．この分野は普通，マントル岩石学
の専門家は扱いません．そうかと言って，狭い意味の地質学の
専門家でマントル岩石学に詳しい人はそうはいません．従いま
して，空白域と言ってもよいくらい良い研究が少ないとも言え
ます．そのあたりをご紹介します．ご理解のうえ，是非今後の
地質学の発展に役立てていただければ幸いです．

マントル物質の入出法
　まず，マントル物質の入手法についてお話します． 1 つは深
部から上昇するマグマ中の礫としての捕獲岩です．男鹿半島の
目潟火山や西南日本の新生代アルカリ玄武岩はかんらん岩捕獲
岩の産地として有名です．かんらん岩捕獲岩は，ホストマグマ
による改変を若干受けますが基本的に新鮮なマントルのかけら
です．欠点は，規模が小さく他の岩石との関係等が不明なこと
です．他は，かんらん岩体やオフィオライトのマントル部とし
て得られる，いわゆる固体貫入かんらん岩です．幌満かんらん
岩体やオマーン・オフィオライトのマントル部は日本人の研究
でも有名です（図 1 ）．そこでは規模の大きなマントルの断片
が見られますが，しばしば蛇紋岩化を被り，マントルの情報が
消されているのが欠点です．これらはいずれも受動的なマント
ル物質サンプリング法で，自分の好きな場所のマントル物質を
取るわけにはいきません．究極的な能動的マントル物質サンプ

マントル物質と地質学 日本地質学会賞

荒井章司（金沢大学・国際基幹教育院）

図１　北部オマーン・オフィオライトのワジ・フィズの「モホ」の
大露頭．上位のガブロ（下部地殻物質）と下位のかんらん岩（上部
マントル物質）がよく見える．
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1980; Okamura et al., 2006）．同じ熱史をたどったと思われる
一つの貫入岩体でも，クロムスピネル／かんらん石比の高いク
ロミタイトの方がかんらん岩よりもクロムスピネルのMg#が
高いのはこのためです（Arai, 1980）（図 2 ）．ですから，Mg#-
Cr#でのクロムスピネルの特徴は平衡温度やモード比に依存
し，かんらん岩のもともとの性質（高温の火成ステージで獲得
した）とは必ずしも一致しないことを肝に銘ずるべきです．た
だし，Cr#は変質や変成作用に強く，緑色片岩相程度までは保
存されます．いまだにマントル岩石学の論文や原稿でこれのこ
とを無視してクロムスピネルのMg#-Cr#図で成因を論じてい
るのを見るのは驚きです．
　クロムスピネルはマグマの生成環境を推定する場合にも有効
です．クロムスピネルは火山岩中で微斑晶やかんらん石斑晶中
の包有物として産します．マグマからクロムスピネルが晶出す
る段階では，TiもFe3+もいわゆるインコンパティブル成分です．
また，TiはHFS元素の代表格で，島弧マグマでは低く，プレー
ト内マグマでは高く，中央海嶺玄武岩（MORB）では中間的で
あると言われています．そこで，火山岩中のクロムスピネルの
Ti量を同じインコンパティブル成分であるFe3+でモニターして
みると，それぞれの生成環境に応じた特徴だ示されることが分
かります（Arai，1992）．このTi-Fe3+図では，プレート内マグ
マと島弧マグマはほぼ完璧に区別できます（Arai，1992）．さ
らに中央海嶺玄武岩はFe3+が低く，Ti量も中間的で全体的に分
化程度が低いことがわかります．

砕屑性クロムスピネルの強み
　さて，砕屑性クロムスピネルは本当に役に立つのでしょう
か？ Power et al.（2004）は，イギリスのラム複合岩体と，近
くの海底に分布する砕屑性クロムスピネルを比較し，両者の組
成が異なることを指摘しました．これは，砕屑性クロムスピネ
ルは削剥・運搬・堆積・続成作用中に変質するためで，岩石学
的指示者とならないとしました．しかし，この過程が起こるこ
とは考えられず，我々の幌満岩体やオマーン・オフィオライト
での解析でも，砕屑性クロムスピネル粒子において変質部と初
生的部分とは明確に区別でき，初生的部分を分析することで，
源岩の情報が十分得られることを示しました．重要なことは，
砕屑性クロムスピネルを供給したかんらん岩（蛇紋岩）部分は
削剥され供給源には残っていないことです．岩体が著しく不均
質な場合は特に注意が必要なのです．ラム複合岩体は不均質で，
Powerらが分析した砕屑性クロムスピネルを供給した岩石は現
在露出している部分には残っていない可能性が高いと考えま

す．逆に考えると，削剥され現在は存在しないかんらん岩の性
質を砕屑性クロムスピネルで推定することができることになり
ます．取り扱いに注意は必要であるものの，砕屑性クロムスピ
ネルが供給源の岩石の性質を示す有用なものであること強調し
たいと思います．
　砕屑性クロムスピネルに関しては苦い思い出もあります．
1990年前後に砕屑性クロムスピネルに関する論文を作成し地質
学雑誌に投稿したことがあります．私としては自信満々な原稿
でしたが，担当の編集委員からは とても辛いコメントをいた
だきました．曰く「自分にはこの論文の必要性が分からない」．
まだ若かった私は怒り，即刻投稿を取り下げました．全く同じ
原稿をすぐさま他の雑誌に投稿し，問題なく受理されました．
この時には編集委員（必ずしも取り扱う原稿の内容の専門家で
はない）の役割を深く考えさせられました．彼らは自分の専門
を越えた広い視野を持つべきでしょう．そうでなければ投稿者
に無駄な労力を使わせてしまうのではないかと切に思いまし
た．私はこの「事件」以降地質学雑誌からはちょっと距離を置
くようになったのは今にして思えば残念なことでした．

環伊豆地塊蛇紋岩帯など
　さて，砕屑性クロムスピネルを使った研究をいくつかご紹介
いたします．まずはオマーン・オフィオライトです．ここのマ
ントル部分は膨大な50 x 300km程度の分布を誇ります（幌満岩
体は5 x 10km程度！）．この部分の岩石学的性質を概観するに
は砕屑性クロムスピネルの解析が有効であると思いつきました

（Arai et al., 2006）．オマーン・オフィオライトでは北東から南
西に向かいより深部の岩石が露出しており，おまけに南西部ほ
ど標高が高く険しい山岳部となっている．従って河川（多くは
普段は涸れておりワジと呼ばれる）はマントル部から地殻部へ
流れており，大量のマントル部起源の砕屑物を下流部へ運ぶ．
従ってワジのモホ部分で得られる砕屑性クロムスピネルはマン
トル部起源であると言えます．クロムスピネルのCr-Al-Fe3+比
やCr#-TiO2関係からみると，オマーンのかんらん岩は海嶺起源
のマントル物質とは一致せず，すくなくとも一部は島弧的性質
を示すことがわかりました（Arai et al., 2006）．これと露頭の
岩石の観察を合わせると，オマーン・オフィオライトは海嶺→
島弧という変遷を記録していることが推定されます（Arai et 
al., 2006）．
　関東山地の山中地溝帯には白亜紀の堆積岩，緑色岩，蛇紋岩
が分布する．緑色岩および堆積岩には細粒自形のクロムスピネ
ルが分布します．後者も火山岩起源であることが推定されます

図２　クロムスピネルの化学式．多様な元素を含み，よい岩石学的
指示者となる．

図３　かんらん岩，クロミタイト中のクロムスピネルの化学的特
性．かんらん石中のクロムスピネルのMg#とCr#の関係は平衡温
度による．
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（荒井・久田，1991）．いずれのクロムスピネルはややTiに富ん
でいます．前述のArai（1991）び分別図によると両者はプレー
ト内マグマ起源と推定されました．砕屑性クロムスピネルが由
来したマグマはE-MORB的である可能性もあります．
　房総半島に嶺岡帯があります．東京から最も近いかんらん岩

（蛇紋岩）であるという単純な理由で研究を始めました．三浦
半島にも露出するということで，1970年代に伊藤谷生らの友人
と気軽によく房総や三浦に観察に行ったものです．その後静岡
大学に移り，同様な理由で瀬戸川帯の蛇紋岩の研究も始めまし
た．これらの蛇紋岩には共通の特徴を持っています．破砕され
たハルツバーガイトを主とし，初生的な斜長石を含むことなど
です．これらの研究過程で，同じようなセッティングにある小
仏帯になぜ蛇紋岩がないのだろうと漠然と思っていました．そ
の後筑波大学に移り，学生らとつくばから一番近い蛇紋岩産地
である嶺岡にしばしば調査に赴きました．また，髙橋直樹氏

（千葉県中央博）とともに嶺岡帯の地質をかなり詳しく調査し
ました．1980年代後半のある日伊藤谷生氏から驚きの電話が入
りました．山梨大の石田高氏が小仏帯で蛇紋岩を発見したとの
ことでした．急いで調査に行き，嶺岡〜三浦，瀬戸川と同様の
蛇紋岩の露頭を確認しました．ここで，伊豆半島の付け根を取
り巻くように，すなわち現在のプレート境界に平行に，似たよ
うな性質を有する蛇紋岩が分布していることになり，嶺岡−三
浦−小仏−瀬戸川の蛇紋岩分布域の連なりを「環伊豆地塊蛇紋
岩帯」と呼ぶ事を提案しました（荒井・石田，1987; 荒井, 
1994）．
　さて，これら破砕された蛇紋岩にはしばしば蛇紋岩砂岩〜礫
岩（堆積性蛇紋岩）が伴います（荒井，1994）．小規模なマン
トル物質岩体が上昇，貫入する場合，顔を出した岩体が破砕さ
れているために，近辺にのみ堆積性蛇紋岩が形成されやすいと
いうことだと思います．我々はこの研究の初期にこの蛇紋岩砂
岩を解析し，面白いことを発見しました．その結果は地質学雑
誌に投稿され荒井ほか（1978）「嶺岡帯に産する超塩基性・塩
基性砕屑岩について」として公表されました．この論文は公表
されて30年近く経ちますが，この成果を越えるエキサイティン
グな結果はいまだに和文英文を含めて提出されていません．ち
ょっと内容をご紹介いたしましょう．この蛇紋岩砂岩は嶺岡浅
間の採石場の破砕された蛇紋岩中の岩塊として見出されまし
た．優白質（アルコース質）の砂岩塊も伴っていましたが，そ
の中にもまばらにクロムスピネル粒子が含まれていました．産
状から蛇紋岩砂岩は現在の岩体に先駆けて貫入し，砕屑物とし
て晶出してしまったと考えられます．蛇紋岩砂岩の構成粒子は，
蛇紋石（一部はバスタイト組織を示す），クロムスピネル，単

斜輝石，結晶片岩（およびそれ由来の鉱物粒子），ホルンブレ
ンド等でした．クロムスピネルは薄層状に濃集し，鏡下で様々
な色（単褐色〜褐色〜赤褐色〜黒色）を呈しました．色の多様
さから予測されるように組成は様々でした．Cr#は0.2弱〜 0.8
強まで変化しました．これは現在露出するハルツバーガイト中
のクロムスピネルの変化幅，Cr#0.3 〜 0.7よりも広いものでし
た．これは，かつては嶺岡帯によりマグマ成分に富むレールゾ
ライトやマグマ成分に乏しい高枯渇度ハルツバーガイトが露出
していた（これを「古嶺岡帯」と呼びました）ことを示唆しま
す．さらに単斜輝石のCa比（＝Ca/［Mg＋Fe＋Ca］原子比；
平均0.485）は現在の嶺岡帯のハルツバーガイトのそれ（平均
0.465）よりも明らかに低い値を示しました．この比は，単斜輝
石に斜方輝石が共存していた場合（バスタイト粒子の存在でこ
れが示唆される）大まかには平衡温度の違い（古嶺岡帯のもの
がより低温）を示すものです．従って，古嶺岡帯は現在の嶺岡
帯よりも低温でより幅広い岩相を有したかんらん岩で構成され
ていたことを示唆します．すなわち，垂直方向に温度（下方ほ
ど高温）も化学組成も異なるマントル片の上昇貫入を示唆し，
嶺岡帯はそれらが断続的に貫入する場であった可能性があるこ
とになります（図 4 ）．　
　もう一つ，最近の解析例を示しましょう（Pirnia et al., 
2013）．イランのナイン・オフィオライト（白亜紀）のマント
ル部分は有名なcolored mélangeという強く破砕された蛇紋岩

（メランジュ）よりなっています．基質部中には大小さまざま
なかんらん岩などの岩塊が含まれます．普通岩石学者が当地を
調査する時は当然硬い岩塊からサンプリングします．このサン
プルはメランジュを代表しているのでしょうか？私たちは破砕
された基質部の性質を調べるために，基質部および周囲の堆積
岩よりクロムスピネルを採集し，岩塊のものと比較しました．
岩塊のクロムスピネルのCr#は0.1 〜 0.6であったのに対して，
基質部や砕屑性クロムスピネル（主として基質部からもたらさ
れたと考えられる）では0.1 〜 0.9（特に0.4 〜 0.9）でした．特
に高いCr#のクロムスピネルは後者に特有であり，高枯渇度の
ハルツバーガイト〜ダナイト起源と推定されます．これらの岩
石は他のかんらん岩よりもかんらん石に富み，Mgに富んでい
ます．このことは，メランジュ形成時にこれらの岩石が選択的
に蛇紋岩化し物理的に弱くなったために，選択的に破砕され基
質部を形成し，他の機械的により強い岩石を岩塊として包有し
たものと判断できます．すなわち，ある岩相が選択的に「消え
て」しまったのです．残留または砕屑性クロムスピネルを使っ
てのみその「消えた」岩相が復元できると言えます．

おわりに：未来に向けて
　最後に現在興味をもっている進行中の研究にちょっと触れた
いと思います．クロムスピネルはマグマ的鉱物の代表的なもの
と考えられていますが，最近我々の研究により高温の熱水でク
ロムが移動しクロムスピネルを晶出させることが分かりました

（Arai and Akizawa, 2014）．オマーン・オフィオライトでは高
温熱水がマントルにまで循環し，かんらん岩を置換してディオ
プシダイトという特殊な交代岩を形成します（Python et al., 
2007）．熱水性クロムスピネルはこのディオプシダイトの生成
と関連があるようです．さて，どのような条件でCrが熱水中に
取り込まれ移動できるのでしょうか？白金族元素など他の元素
も熱水で移動するのでしょうか？等興味は尽きません．とりわ
け，熱水によるクロミタイト（クロムスピネルの集合体）が形
成する可能性があるのでしょうか？
　皆様ご清聴ありがとうございました．地質学者の皆様，是非
クロムスピネルを活用して下さい．でもその際は是非マントル
岩石学者とご一緒にどうぞ．私はいつでもご一緒したいと思い
ます．皆様ありがとうございました．

図４　嶺岡帯のかんらん岩体の貫入モデル．化学組成，平衡温度に
関して垂直方向に不均質である．
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の 後2011年 7 月 に 帰 国，
海洋研究開発機構に研究
員として雇って頂き，斎
藤グループおよび阪口グ
ループに所属し，数値シ
ミュレーション及び室内
実験を組み合わせ，地震
発生機構の解明に向けて
研究を続けておりました．
今年の 4 月からは現職で
ある京都大学防災研究所の准教授として，まだ不慣れな部分は
ありますが後進の育成に関する活動を始めたところです．この
様に自分には，典型的な地質学的な業績はあまりありませんで
したが，今回この様に名誉な賞を頂けました事に関し，地質学
会の懐の深さに感服いたしておるところでございます．
　自分の教育・研究歴を顧みて感じます事は，地質学，実験岩
石力学，地震発生の力学といった広い分野に亘る専門教育を受
ける事ができ，またそれらを組み合わせて学際的な貢献が可能
となった事が大変幸運であったという事です．これらはひとえ
に，初めの指導教官であった嶋本先生の戦略の賜物でして，そ
の慧眼と先見の明に感服し，また自分をその様な方針で指導し
てくださった事に対し感謝の念に堪えません．この様に比較的
広いバックグラウンドに基づきまして，地質（断層）材料科学
の視点からの断層挙動の解析を行う事が，自分にできる比較的
ユニークな貢献であろうと感じております．

断層モデルの数理モデル化の重要性
　1970年代後半から，構造地質学における「断層モデル」が提
案され，修正が繰り返されております．ここで言う「断層モデ
ル」とは，「断層のどの深さでどの様な変形が起こっているの
か」に関する概念モデルの事です．これはすなわち地震性破壊
を含む断層の運動様式と変形機構の時空間的分布に関する一般
的理解の事であり，断層に関する科学の究極目標の一つと言っ
ても過言ではないかと思います．断層では温度・圧力・変形速
度条件に応じ，多様なプロセスで変形が進行します（図 1 ）．
古くから言われていますのは，比較的浅部・高歪速度では強度
がほぼ圧力に比例する脆性変形が卓越するのに対し，比較的深
部・低歪速度においては強度の圧力依存性がほぼ無くなり温度
により弱化が起こる結晶塑性変形が卓越する様になる遷移です

（脆性塑性遷移）．こうした考えに基づき，しばしば「クリスマ
スツリー」と呼ばれる形の断層強度の深さ分布が提唱され，現
在多くの教科書などに紹介されております．
　より最近になり，断層ではより多様な変形機構が働いている
事がわかってきています．地震時に匹敵するほどの断層の高速
変位時には，摩擦発熱により鉱物の溶融や分解といった反応が
起こり，また断層岩が十分に流体を通しにくい場合には動的な
間隙水圧の上昇が生じます．これらのプロセスは断層を動的に
大変弱くする物であり，長期的な断層の挙動に大きな影響を与
えるはずです．また，結晶塑性変形が卓越する程には高温でな
くとも，鉱物の圧力溶解に伴い断層強度が大きく低下する事が
提唱されています．この様に断層運動に多様な変形機構が関係
するとなりますと，断層運動のダイナミクスを以前の様に直感
的な議論のみによって正確に捉える事はほぼ不可能と言って良
いでしょう．構造地質学の概念モデルであります「断層モデル」

構造地質学における概念的断層モデルの
数理モデルとしての具体化に向けて

日本地質学会柵山雅則賞

野田博之（京都大学防災研究所）

挨拶・自己紹介
　本日は「構造地質学における概念的断層モデルの数理モデル
としての具体化に向けて」のタイトルで講演をさせていただき
ます．初めに，この度は柵山雅則賞を頂きまして，大変名誉な
事と喜んでおります．推薦してくださった先生方，これまで
様々な事を教えて下さった先生方，先輩方，共同研究者の方々
にこの場を借りて深くお礼を申し上げたいと思います．ありが
とうございました．
　まずは自分の略歴を紹介させて頂きたいと思います．自分は
2003年に京都大学理学部地質学鉱物学分野の嶋本研究室（嶋研）
を卒業，その後同研究室において2005年に修士課程を修了しま
した．当時の研究テーマは花折断層の断層露頭の記載と，採取
した試料を用いた水理特性及び摩擦特性の実験的推定が主な物
でした．加えて自分は地震の発生過程に興味がありましたので，
実験で推定した物性値を用い動的破壊の数値シミュレーション
を行いました．特に，嶋本先生が精力的に取り組んでおられた
断層の高速滑り時の弱化過程の一つ，摩擦発熱による間隙水圧
の上昇における断層岩の水理特性の重要性に焦点を当てた研究
を行いました．博士課程では嶋本先生の強い勧めに従い，ハー
バード大学のライス先生の元へ約 2 年間指導委託で留学しまし
て，本格的に力学や動的破壊に関して学ぶ事ができました．こ
の様な稀有な機会を与えて下さり，嶋本先生には大変感謝して
おります．ライス先生の元では動的破壊の伝播モード（クラッ
ク状vs.パルス状）における高速摩擦の影響と中速域を含めた
広い速度レンジにおける摩擦構成則に関する研究を行いまし
た．留学中に嶋本先生が広島大学へ移られる事となり，博士課
程3年の1年間は地球物理学教室の平原先生に指導を引き受けて
いただき，2008年 3 月に博士（理学）を取得いたしました．
　博士取得後，2008年 4 月より5か月間，広島大学に行かれた
嶋本先生の元でポスドクとして雇って頂き，その間にアナログ
物質として岩塩を用いた高温摩擦実験を行い，脆性・塑性遷移
における岩石の変形特性に関する研究を行いました．本研究は
以下で紹介します「脆性塑性遷移を考慮した地震サイクルシミ
ュレーション」へと繋がる成果です．同年 9 月からはカリフォ
ルニア工科大学のラプスタ教授の元でポスドクとして研究を行
い，主に動的地震サイクルシミュレーションの高度化，特に高
速滑り時の弱化過程の組み込みに関して貢献いたしました．そ

図１
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を客観的な数理モデルとして具体化し，その挙動を数値シミュ
レーション等の手法を用いて吟味し，野外調査で得られる情報
や地球物理学的な観測と照らし合わせる事が必要となってきま
す．本公演ではその端緒として最近出版しました，脆性塑性遷
移を考慮に入れた地震サイクルシミュレーションの紹介をさせ
て頂きたいと思います．
　地震性破壊やその準備過程のシミュレーションでは，Ruina
やDieterichにより1980年代初頭に定式化された「速度・状態依
存摩擦構成則」がよく使用されます．これは脆性領域での摩擦
実験を基に定式化された物で，“a-b”と呼ばれるパラメータ

（定常摩擦係数を滑り速度の対数で微分した物）を変える事に
より断層のその部分の挙動を地震性・非地震性と変える事ので
きる，大変便利な構成則です．数値シミュレーションへの適用
の道が既に開けている点，a-bの測定が比較的簡便である点な
どが作用し，a-bの測定のみを行い研究対象断層の地震性/非地
震性を安易に論じる研究が散見されます．しかしその様なパラ
メータは，断層の力学的性質を対数滑り速度に関して線形化し
た特性に過ぎず，ある場所での変形機構の時間的な遷移を伴う
現象を扱う上では不十分と言わざるを得ません．この様な現状
を打破するため，脆性塑性遷移を横切る条件で行われたアナロ
グ実験結果を基に，脆性領域，塑性領域を接続できる断層構成
則を提唱し，地震サイクルシミュレーションへ適用しました．

脆性塑性遷移を考慮した地震サイクルモデル
　岩塩は実験室で容易に実現可能な温度圧力条件で脆性塑性遷
移を再現できる便利なアナログ物質です．嶋本先生の物をはじ
め過去の研究により「クリスマスツリー」の実験的確認と，力
学的性質に対応する試料の内部構造の観察が行われました．そ
の結果，脆性領域では変形が局所化するのに対し塑性領域では
変形が試料全域にわたるマイロナイト状の構造が作られ，また
強度断面のピーク近くの遷移域では，S-Cマイロナイト状の構
造が造られる事が確認されました．こういった内部構造の観察
は，巨視的な関係式である構成則を用いたシミュレーションと
断層の内部構造を繋ぐ上で大変重要です．
　圧力の増加に伴い線形に強度が増す脆性領域と温度の増加に
伴い強度の減少する塑性領域の間には遷移領域が存在し，その
部分の強度をどの様に定式化するかが課題でした．我々は岩塩
の実験結果を再現できる経験式τ=τflow tanh（τfriction /τflow）

（τ：剪断強度，τflow：結晶塑性の流動則が与える剪断強度，
τfriction：摩擦則が与える剪断強度）を用い，剪断帯における脆
性塑性遷移を地震サイクルシミュレーションに組み込みまし
た．遷移領域はτがτflow，τfrictionの双方より有意に低下した状
態と定義する事ができます．この様な領域間の接続は経験則に

すぎず，その微物理的解釈や素過程を考慮した定式化は今後の
課題です．例えば石英の流動則［Hirth et al., 2001］を仮定し
ますと，断層の強度断面（全面が長期的滑り速度でクリープす
る定常解で実現される剪断応力分布）や強度の滑り速度依存性

（上述のa-bに相当する量）は図 2 の様に描く事ができます．脆
性塑性遷移は温度圧力のみならず変形速度の変化によっても引
き起こされますが，本構成則はその様な遷移による速度依存性
の変化を再現する事が可能です．
　地震サイクルシミュレーションの一例を図 3 に示します．深
部の延性剪断帯のクリープと浅部の繰り返す地震性滑りが発生
します．この様な挙動に関しては，既存の速度状態依存摩擦構
成則を用いてa-bを深さの関数として与えても定性的には似た
結果が得られるのですが，今回用いた構成則では変形機構の時
間的変化を論じることが可能です．この例では変形は，15km
以浅では主に脆性領域で起こり，23km以深では塑性領域で起
こります．15km-23kmの深さでは地震間には遷移領域での変形
が進行しますが，地震時には脆性破壊が19kmの深さまで伝播
します．即ち，15kmから19kmの深さでは地震時の脆性変形と
地震間のS-Cマイロナイトを作るような変形が繰り返しオーバ
ープリントする事が期待されます．断層モデルを数理モデルと
して具体化する事の最大の意義は，この様に断層運動のダイナ
ミクスと変形機構の時空間的分布に関する示唆が，数値計算の
結果として明確に得られる事にあろうかと思います．

最後に
　今回紹介しました研究事例は40年前の概念モデルを具体化し
た物ですが，現在では上述の様に複数の変形機構が断層挙動に
大きな影響を与える可能性が指摘されております．そのいくつ
か（摩擦発熱による間隙水圧の上昇，圧力溶解クリープ）に関
しては，地震サイクルシミュレーションへの導入は自分の過去
の研究で成功していますが，それらが組み合わさった場合の挙
動についてはまだまだ不明な点が多いと思っております．例え
ば，「地震性破壊が固結した延性剪断帯に突入した際に，高速
摩擦による弱化がどのように働くか？」といった問題に関して
は，大地震の破壊域のサイズを考える上で大変重要な課題なの
ですが，参考になる実験なども（少なくとも自分には）見つか
らず頭をひねっております．また，重要な岩石に関しての脆性
塑性遷移を亘る条件での変形実験データ（特に定常状態間の遷
移に関する）が不足している現状があります．「断層モデルの
数理モデルとしての具体化」へ向けて，まだまだ課題は多く一
筋縄では行かない物がたくさんある様に感じますが，今回頂き
ましたこの賞を励みに，今後より一層研究活動に，後進の育成に
邁進していきたいと思っております．ありがとうございました．

図２ 図３
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I  en j oyed  t he  k i nd 
hospitality of HIRAJIMA-
san and his late lamented 
w i f e  S e i k o - s a n ,  w h o 
showed to me the most 
beaut i fu l  temples and 
sh r ines  o f  Kyo to  and 
s u r r o u n d i n g s .  E v e r y 
weekend they invited me 
t o  t h e i r  h o m e  w h e r e 
Se iko-san prepared the  t rad i t iona l  I ta l ian“gr iss in i ” 

（breadsticks）.

I am grateful to HIRAJIMA-san especially for having 
persuaded me to collaborate on the UHP unit of Southern 
Dora-Maira Massif that was rich in scientific results in spite 
of the number of qualified international teams already 
working in the area.

I would like also to mention my last fruitful collaboration 
with ITAYA-san on the geochronology of the UHP rocks of 
Lago di Cignana, in the Aosta Valley in Northern Italy.

Furthermore, I would also like to remember the many 
Japanese colleagues with whom I had interesting and lively 
discussions about differences and similarities between the 
collisional belt of the western Alps and the complex arc of 
Japanese Islands.

Besides research, a major satisfaction of my academic 
activity was to have had smart students, with an enthusiasm 
for geological sciences. Many of them are now researchers 
in scientific institutions in Italy and abroad, and I am very 
pleased that some of them have maintained close scientific 
relationships with Japanese colleagues.

Thank you again for awarding me this much appreciated 
prize that gave also to me the opportunity to visit your lovely 
country once more and to meet my friends and colleagues”.

My scientific career
I was one of the first students of the University of Turin 

to graduate in the then new course of Geological Sciences. 
My MSc thesis, under the tutorship of Dr. Giulio I. Elter, 
focussed on the study of the upper Italian Val Ferret, 
opposite the Mont Blanc, where the Helvetic and Penninic 
domains are separated by the“Penninic Thrust Front”. The 
most significant result of the thesis was the discovery of 
Ammonite fauna in the Helvetic sediments, dating the marine 
transgression on the crystalline rocks of the Mont Blanc 
massif back to the Albian.

After a short period as a surveyor for the Italian 
Geological Survey, I was appointed as a researcher at the 

Pressure vs. Tectonic Overpressure: A Geological Conundrum?
A Summary of my Scientific Career and the Collaboration 
with Japanese Scientists. 日本地質学会国際賞
Prof. Emeritus Roberto COMPAGNONI（Dept. of Earth Sciences, the University of Turin, Italy）

Following the usual procedure of the winners of the 
International Prize of the Geological Society of Japan, first I 
shall start with the talk given during the opening ceremony of 
the Geological Society of Japan in Tokyo. I shall shortly 
describe my scientific career, and emphasize the collaboration 
with Japanese scientists. Only at the end of this article, will I 
spend a few words on the main topic of my scientific talk.

The ceremony talk
“I am honoured and delighted to receive the prestigious 

prize that is an excellent way to mark the last stages of my long 
academic carrier.

I am very grateful to Prof. Simon WALLIS, who suggested 
my name, to the Awards Committee, chaired by Prof. 
KOJIMA and to all members of the General Assembly of the 
Geological Society of Japan and especially to its President, 
Dr. Yoshio WATANABE.

I am particularly pleased to be here and receive this prize 
firstly because I believe it is an authoritative recognition of 
the value of my perseverance in focusing on geological 
research throughout my career, and secondly because it 
allows me to visit again, most likely for the last time, this 
wonderful country and meet the friends I have here with 
whom I shared field and lab work on the subduction HP and 
UHP metamorphism.

I will never forget my 1992 stay in Kyoto with Prof. Takao 
HIRAJIMA in the famous department of metamorphic 
petrology founded by Prof. Shohei BANNO, who paid me the 
following greatly appreciated compliment: “Japanese people 
are considered to be hard workers, but you could be a 
Japanese”.

Four generations of petrologists near the headwaters of the 
Po River spring in Pian del Re opposite the Monviso Massif, 
(from left to right: Naoko Matsumoto, Shohei Banno, Takao 
Hirajima and RC), discussing the eclogite-facies metamorphism 
of ophiolites. Summer 1995.
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Institute of Mineralogy, Petrology and Geochemistry of the 
Turin University, where I started my scientific activity as a 
petrologist. Initially I was self taught and later（from 1966）I 
studied under the guide of Ezio Callegari, a true master, who 
in s t i l l ed  the  in te res t  i n  metamorph i c  rocks  and 
microstructures in me. From the beginning, I was in charge 
of the laboratory of Rock-forming Minerals, a course that I 
taught with great satisfaction up to the end of my academic 
activity. As a researcher, I started to systematically map the 
Penninic Gran Paradiso Massif in the western Alps in order 
to understand its metamorphic history with special attention 
to the Alpine evolution. Several papers have been published 
on the results and recently the detail mapping has been used 
to compile a geological map of the National Park of Gran 
Paradiso.

In the 1970s, I took part in the joint American（Gary 
Ernst, Robert G. Coleman, and Edward Ghent）– Italian

（Giorgio V. Dal Piaz and Giovanni Piccardo）project aimed at 
studying the high-pressure metamorphic belt of the western 
Alps .  I  became fasc ina ted  by the  ec l og i te - f ac i es 
metamorphism of the Sesia Zone continental crust, at that 
time poorly known, an interest that I have maintained 
throughout my scientific career. Together with the structural 
geologist Paul. F. Williams, I started to study the Eclogitic 
Micaschist Complex of the Sesia Zone, a portion of the 
Austroalpine crust of the western Alps that exhibits 
extraordinary well preserved eclogite-facies mineral 
assemblages in continental lithologies. The first interesting 
result was the discovery of a metagranitoid statically 
recrystallized under eclogite-facies conditions at the Mount 
Mucrone where the igneous plagioclase was pseudomorphically 
replaced by jadeite + quartz + zoisite, as expected. At the 
same time, I extended my petrographic research to the meta-
ophiolites of the Piemonte Zone, whose internal portion shows 
an Alpine eclogite-facies metamorphic overprint. Because of 
the great variety of lithologies and the good exposure, we 
selected the Monviso Massif, which still locally preserves 
remnants of the primary igneous features. 

In 1980, at the 4th International Conference on Asbestos 
held in Turin, I started being interested in the fibrous 
minerals, studying the chrysotile of the Asbestos Mine of 
Balangero, northernmost part of the ultramafic Lanzo Massif. 
This new field of interest resulted fruitful not only because 
two new fibrous rock-forming minerals – balangeroite and 
carlosturanite – were discovered, but also because the study 
of the hosting serpentinite and the associated rodingite 
became later very useful to understand the metasomatic 
reactions caused by the fluid-rock interaction.

In 1981, I was awarded a Full Professorship at the 
Calabria University following a national selection, and as a 
result my research in the Alps had to stop for a while 
because of my many new academic commitments. Since most 
of my Calabria University colleagues were working on 
igneous rocks, I had the opportunity to improve my scarce 
knowledge on volcanic rocks, visiting most of the Aeolian 
Islands and the island of Pantelleria with them. However, 
taking advantage of the proximity to the Calabrian-
Peloritanian Arc, some of whose features resemble the 

tectonic units of the Western Alps, I returned to the study of 
the metamorphic rocks in the Sila, Serre and Aspromonte 
massifs in Calabria, and in the Monti Peloritani in Sicily, in 
collaboration with John Platt and several colleagues from the 
Universities of Naples（leaded by Glauco Bonardi）and 
Messina. The most interesting result was the discovery of a 
middle/high P Alpine metamorphic overprint in the 
Aspromonte Massif and in the Monti Peloritani, initially 
accepted with scepticism by other scientists working in the 
area, but later confirmed by geochronological data.

Back at the University of Turin after four years in 
Calabria, I started working again on the meta-ophiolites of the 
Western Alps. Together with ore deposit expert colleagues 
from the Politecnico of Turin, I studied the famous magnetite 
deposit of Cogne in the Val d’Aosta, unique for its unusual 
geological setting and geochemistry. We concluded that the 
massive magnetite deposit - mined since Roman times and 
subsequently used in high quality steel production – had been 
the result of a hydrothermal process. During the opening of 
the Mesozoic Tethys Ocean, the magnetite ore formed as a 
by-product of the serpentinization of the upper mantle 
peridotite and precipitated, close to the ocean floor, as a 
massive ore deposit. A detailed mapping in the middle 
Val d’Aosta led to the discovery within the meta-ophiolites of 
the Piemonte zone of new thin continental crust slices of 
Austroalpine affinity. Only recently have we reached a 
satisfactory interpretation as“extensional allochthons”, i.e. 
continental remnants, originated during the opening of the 
Tethys Ocean from the fragmentation of the thinned 
Southalpine （or Adria） plate margin and deformed （and 
metamorphosed） together the ophiolite basement.

A minor part of my scientific activity has been the 
collaboration with archaeologists mainly on Neolithic stone 
implements, aimed at providing a proper petrographic 
classification, essential when identifying the possible sources 
of raw materials. These studies showed that most Neolithic 
implements excavated in southern and western Europe were 
made of fine-grained eclogite and Na-Pyroxenite （=jadeitite 
and omphacitite） belonging to the Piemonte zone of the 
western Alps. Among the several outcrops of jadeitite 
examined in the Monviso Massif, we had the chance to 
sample a jadeitite boudin, still preserving in the core a 
remnant of the protolith, a trondhjemite （i.e. a magmatic rock 
mainly consisting of Qtz and Ab）. This finding proved that 
the trondhjemite to jadeitite conversion had been a 
metasomatic process occurring during the peridotite 
serpentinization （hydration）, and involving a desilication 
consequent to the need of silica to convert olivine to 
serpentine minerals.

A systematic and detailed mapping of the complex and 
tectonized Canavese zone, supported by the field-work of 
several MSc and PhD students, contributed to improve the 
knowledge of this thin but intriguing tectonic zone, elongated 
parallel to the Insubric Lineament and separating the 
Penninic + Austroalpine domains from the Southern Alps. 
The results of the new studies have raised great interest 
among the scientists in this unit, which is now considered a 
good fossil example of a thinned hyperextended margin of the 
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Adria Plate. 

A new collaboration with prof. Xu Shutong and his team 
of the Anhui Institute of Geology, Hefei, China, started in the 
1990s and lasted more than 10 years after his retirement. 
Throughout this collaboration and with the valuable help of 
my young colleague Franco Rolfo, we visited and sampled the 
most significant UHP localities of the Dabie Shan and Su Lu 
orogenic belt and examined differences and similarities 
between this collisional chain and the Western Alps. 

A better understanding of the complex fluid-rock 
interaction processes, recognized in many lithologies of both 
continent- and ocean-derived tectonic units of the Western 
Alps, was gained thanks to Maria Luce Frezzotti, of the 
University of Milano Bicocca, an expert of fluid inclusions, 
who was initially involved as co-tutor of Simona Ferrando 
PhD thesis on Chinese UHP metamorphic rocks. This very 
fruitful collaboration contributed to explain the origin of 
whiteschists in the Alps, formerly considered metasediments, 
and understood to be the product of the interaction along 
shear zones of granitoids/orthogneisses with Mg-rich hydrous 
fluids deriving from dehydration of subducting serpentinite.

As the same time as the research on HP and UHP 
metamorphism, I decided to address a completely different 
petrographic subject, the migmatites. I selected the 
Argentera Massif, the southernmost of the so-called External 
Massifs of the Alps, where widespread migmatites display a 
variety of structures, due to either the different protolith 
nature or the degree of melting. After an inevitable period of 

‘acclimatisation’, the cooperation of Bruno Lombardo – a 
keen researcher of the Italian National Research Council 

（CNR） - and the contribution of five MSc theses students, we 
were able to unravel the complex tectono-metamorphic 
evolution of the massif. The results were made possible also 
thanks to Daniela Rubatto’s geochronological data, - one of 
the five MSc students of the Argentera Massif – at that time 
working at the SHRIMP laboratory of Canberra （ANU）.

In 2001, together with colleagues of five departments of 
the Faculty of Science and of Medicine of the University of 
Turin, we established the “Interdepartmental Centre 
«Giovanni Scansetti» for studies on asbestos and other toxic 
particulates” （http://www.centroscansetti.unito.it/）, and my 
commitment has increased in time, especially after I became 
first Deputy Manager and then President. In recent years, 
my main activity for the centre has been as a consultant for 
building contractors on asbestos-bearing rocks. This activity 
was relatively poor in scientific outcomes but generated 
funds for our basic research.

My collaborations with Japanese colleagues
In the early 1990s, I started a ten-year collaboration with 

Takao Hirajima on the UHP metamorphism, which is typical 
of collisional orogens, while lacking in the circum-Pacific 
orogens, as happens in Japan. At the beginning of the 
cooperation, I spent four months in Kyoto on a Monbusho 
scholarship, a very fruitful period and not just from the 
scientific point of view. In fact, before the 1992 International 
Geological Congress in Kyoto, I had the opportunity to visit 

some of the most important monuments and landscapes of 
Japan from Kyushu to Hokkaido, so different but equally 
beautiful and interesting, under the pleasant and sparkling 
guide of Hirajima-san and his wife Seiko-san, who introduced 
me to the Japanese present and past culture. Back in Italy, 
together with Hirajima-san we started to work in the 
southern portion of the Dora-Maira massif, later named 
Brossasco-Isasca unit （BIU）, where Chopin first described 
coesite in continental crust. As already explained in the 
ceremony talk （see above）, this collaboration has been very 
fruitful because we mapped in detail a large part of the 
ultrahigh-pressure BIU. The numberless samples we collected 
and thin sections we performed became the basis for most of 
the subsequent scientific papers, leading to the discovery of a 
number of pre-Alpine relics whose distribution proved the 
coherency of the unit beyond any doubt.

A more recent collaboration with Japanese scientists was 
with Tetsumaru Itaya, Research Institute of Natural Sciences, 
Okayama University of Science. This collaboration, still 
ongoing after my retirement continued with my young 
colleague Chiara Groppo, and focussed on the HP and UHP 
white mica dating with K/Ar method. We selected the Lago 
di Cignana unit, the second UHP unit, so far discovered in the 
Alps, which is exposed on the right side of the upper 
Valtournenche, Aosta, opposite the Matterhorn. The unit, 
considered part of the Zermatt-Saas zone - i.e. the eclogite-
facies meta-ophiolites of the Piemonte zone - consists of 
eclogites derived from primary oceanic basalts and preserves 
a thin strip of the original sedimentary cover. In the Lago di 
Cignana unit, in addition to coesite, microdiamond was found, 
whose occurrence threw new light upon the carbon cycle in 
the Earth.

And last but not least, I would like to recall the countless 
and stimulating scientific discussions I have had with 
Japanese colleagues during my many visits to Japan or to 
other countries for international meetings.

Lithostatic pressure vs. tectonic overpressure.
The subject selected for the talk after the ceremony is of 

paramount importance for petrologists but also for any type 
of geologists given its possible consequences in the Earth 
Sciences. 

Let me summarize it as follows:“Is there a direct 
re la t ionsh ip  between pressure（P ）est imated f rom 
metamorphic petrologist and depth at which the assemblage 
did form?”. 

The pressure, calculated on the base of mineral 
compatibilities and mineral compositions （geobarometres and 

“pseudosections”） by petrologists and called confining P , is 
lithostatic P , i.e. the P due to the weight of the overburden 
column of rocks?

The concept  o f  overpressure ,  name ly  tec ton ic 
overpressure - that from time to time resurfaces in the 
geologic literature – has become increasingly widespread in 
the past decades after the discovery of coesite and 
microdiamond in most of the collisional orogenic belts that 
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opened the new f ie ld  o f  the Ul tra -High Pressure 
Metamorphism （UHPM）.

Tectonic overpressure has been proved to occur in nature, 
but it is very difficult to estimate the actual figures. Most 
petrologists consider that deformation in orogenic belts 
implies no great stress difference or that stress differences 
are likely to be small compared to load P at depth. However, 
rock deformation experiments and numerical modelling 
results appear to suggest that a significant tectonic 
overpressure should occur in nature, despite the estimated 
range varying according to authors. In some recent papers, 
numerical models suggested that continental crust cannot 
even sink into the lithosphere at a depth higher than c. 50 
km, a boundary recently disproved by geophysical data, e.g. 
in the Western Alps. 

Without going into details, we agree that in nature 
P -variations may occur, but deviations from lithostatic P 
cannot be longer preserved for geological times, such as those 
required for mineral growth. In particular, the presence of a 
hydrous fluid phase in the subduction zones is suggested by 
a number of features, such as the peridotite serpentinization 

and the observed metasomatic processes （cf. e.g. the 
rodingites） that are more and more recognized in nature. 
Because the hydration weakening induces the rock flow and 
favours a recrystallization of mineral assemblages, the P 
gradients are progressively reset. Since the P  variations 
depend on the assumed mechanical model, it may be 
suggested that the numerical calculation so far published are 
still inadequate to represent natural processes. 

Conclusions
My long academic career has rewarded me with many 

satisfactions, the most important one being to have witnessed 
a number of outstanding students grow enthusiastic of 
geology, who are now appreciated and carrying out skilled 
work in either academic institutions or consulting companies 
around the world.

However, as unfortunately happens in human life, I also 
suffered the loss of young colleagues: Ugo Pognante, Raffaella 
Ruffini, and very recently Marco Beltrando. The images I 
have of them are so clear in my heart that my memory of 
them will not fade with time.
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教員・職員公募等の求人ニュ
ース原稿につきましては，採
用結果をお知らせいただけま
すようお願い致します．

公募

信州大学理学部
助教（特定雇用）の公募

募集人員　助教 1 名（特定雇用期間終了後，
常勤雇用の予定）

所属　信州大学理学部理学科地球学コース
研究分野　岩石学，鉱物学，地球化学などの

地球物質科学
職務　大学院総合工学系研究科（博士課程），

大学院総合理工学研究科（修士課程）及び
理学部理学科地球学コースの教育と研究指
導を担当していただきます．なお，松本キ
ャンパスにおいて共通教育科目（地学概論
や地学実験などの一部）を担当していただ
くこともあります．また，管理運営業務に
も従事していただきます．

応募資格　１．博士の学位取得後10年未満の
方，若しくは着任時までに取得見込みの方
で，フィールドワークに基づいた岩石学，
鉱物学，地球化学などの地球物質科学に関
する研究に実績を有し，野外実習教育を担
当していただける方，また外部資金の獲
得，社会活動，国際的活動に対しても意欲
的に取り組んでいただける方．２．国立大
学改革強化推進補助金（特定支援型）の若
手研究者のポストの拡大の趣旨に基づき，
平成28年度末年齢が36歳以下の方．

採用予定日　平成29年 3 月18日以降できるだ
け早い時期

提出書類
１．履歴書（書式は自由，写真貼付）
２．研究業績目録　著書・論文（査読あり）・

論文（査読なし）・学会発表・その他
（報告書など）に分け，発表年月の新し
い順に記載すること．発表・掲載前で受
理済みの論文に関してはその受理証明

（通知）のコピーを添付すること．
３．論文の別刷 （コピー可，すべての論文

（査読あり）をお送りください）
４．主要論文 3 編以内の要約
５．研究経過・計画（A 4 用紙 3 枚以内）
６．教育に関する実績と着任後の抱負（A 4

用紙 1 枚程度）
７．大学等の運営に関する実績と着任後の抱

負（A 4 用紙 1 枚程度）
応募締切日　平成28年12月27日（火）必着
書類提出先
〒390-8621　長野県松本市旭 3 - 1 - 1 　信州
大学学術研究院理学系長　尾関寿美男 宛 

（封筒に「助教（地質学領域）応募書類在中」
と朱書きして，簡易書留郵便で送付してくだ
さい．）
問合せ先　信州大学 理学部 地球学コース　
コース長 原山 智 
e-mail : shara@shinshu-u.ac.jp 
公募の詳細については必ず以下のホームペー
ジを参照してください．
http://www.shinshu-u.ac.jp/faculty/science/
recruit/

国立科学博物館地学研究部
研究員公募

１．採用人員：研究員１名
２．研究分野：古生物学
３．職務内容：軟体動物（頭足類を除く）化

石に関する調査研究，標本資料の収集・保

管，並びに展示・学習支援活動．部内での
所属は環境変動史研究グループ．

４．勤務先：独立行政法人国立科学博物館地
学研究部（筑波地区：茨城県つくば市天久
保 4 － 1 － 1 ）

５．応募資格：博士の学位を有する者（平成
28年度内に取得見込みの者を含む）

６．採用予定時期：平成29年 4 月 1 日または
それ以降の早い時期

７．提出書類
（1）履歴書（写真貼付）1 部（2）研究業
績目録　 1 部（3）主要論文 3 編の別刷り
またはコピー　各 1 部（4）現在までの研
究概要　A 4 紙 1 枚（1500字以内）（5）今
後の研究の抱負　A 4 紙 1 枚（1500字以内）

（6）博物館活動，とくに展示及び学習支援
活動に関する抱負　A 4 紙 1 枚（1500字以
内）（7）推薦書（または応募者について照
会できる方 2 名の氏名，連絡先）1 枚（8）
研究費などの取得状況　1 部

８．面接等：審査の過程で面接及び口頭によ
る研究内容等の発表をお願いすることがあ
ります．その際の旅費・滞在費は応募者の
自己負担としますので予め御了承くださ
い．
９．応募締切：平成29年 1 月6日（金）必着
　封筒の表に「研究員応募書類」と朱書き
し，書留で郵送してください．
10．応募書類提出先及び問合せ先 
〒305-0005　茨城県つくば市天久保 4－1－1
独立行政法人国立科学博物館地学研究部長　
宮脇律郎
TEL：029-853-8167，FAX：029-853-8998
E-mail：miyawaki@kahaku.go.jp

公募の詳細情報は下記リンクよりご確認くだ
さい．
http://www.kahaku.go.jp/disclosure/
adoption/index.html

定価400円
（会員頒価300円）

地質リーフレットたんけんシリーズ5

荒川が刻んだ地球の窓をのぞいてみよう
あらかわ きざ まど

編集：日本地質学会長瀞たんけんマップ編集委員会

　　　（高木秀雄・本間岳史・露木和男）

発行：一般社団法人日本地質学会

A2版 8折　両面フルカラー印刷 

「ジオパーク秩父」の重要なジオサイトのひとつ長瀞のたんけんマップができました
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富士谷孝雄
　富士谷孝雄は生年がいまだ不明だが，東京大学理学部地質学
科を明治14（1881）年に卒業した，3 回目の卒業生である．初
代教授ナウマンと一緒に移っている写真（写真 1 ）は有名であ
る．ナウマンが日本人と一緒に移っている写真は大変珍しい．
おそらく富士谷だけであろう．ところが，富士谷はその後の地
質学史からほとんど消えている．どうしたのだろうかと不思議
に思っていた．

東京大学時代
　調べてみると，富士谷は東京大学在学中から『学芸志林』な
どに多くの論文を書いている．また，『東京帝国大学五十年史』

（1932年）によれば，明治15（1882）年8月1日から18（1885）
年 5 月まで東京大学助教授である．
　『学芸志林』は今の東京大学紀要のようなもので，明治10

（1877）年 8 月から明治18（1885）年11月まで刊行された．富
士谷の投稿した論文は下記 8 本である．
・�明治12（1879）年 3 月　「西俗謬信之說――米國學藝新誌中

ヨリ」地質学科 2 年 富士谷孝雄訳
・明治15（1882）年11月「安房地質志」理学士　富士谷孝雄述
・�明治16（1883）年 6 月「本邦石學一斑」東京大学助教授　富

士谷孝雄述
・�明治16（1883）年 9 月「中村穴居考」東京大学助教授　富士

谷孝雄述
・�明治16（1883）年12月「会名ノ縁由」地学会員　理学士　富

士谷孝雄識
・�明治17（1884）年 2 月「飛彈國地貿槪報附圖」東京大学助教

授　理学士　富士谷孝雄述​
・�明治17（1884）年 3 月「河流新說 」東京大学助教授　富士

谷孝雄述
・�明治18（1885）年 4 月「天草郡地質稽査報告」東京大学助教

授　理学士　富士谷孝雄，准助教授加藤敬介と供述
　富士谷の肩書が理学士から助教授に変化していること，地学
会員を使用することもあることに注目されたい．「安房地質志」

「飛彈國地貿槪報附圖」「天草郡地質稽査報告」は秀逸である．
「中村穴居考」は人類学の論文である．「会名の縁由」は地学会
の名前について書かれたもので，トリビア 1 に書いた『本邦化
石産地目録』は富士谷の筆かもしれない．

東京大学時代に書いた他の雑誌論文と著書
　他の雑誌の投稿論文としては，少なくとも，東洋学芸雑誌 1
本，東京地学協会報告 1 本，理学協会雑誌 7 本がわかっている．
理学協会雑誌は1883－1889（ 1 －68巻）年に，理学協会が発行
した雑誌である．発行人は　丸善の島村利助となっている．天
草の地質に関する研究に精力的に取り組んでいたようで，
・�明治17（1884）年 3 月に東洋学芸雜誌 3 （42）に「天草地質

誌」
・�明治16（1883）年ころ理学協会雑誌 2 （12）と 2 （14）に
「天草地質誌」

が掲載されている．「中村穴居考」は明治17（1884）年 5 月に
理学協会雑誌に再度掲載されている．
　明治16（1883）年11月『地学要略』巻之 1 ，巻之 2 が原田豊
吉閲　富士谷孝雄述で発行された．和田維四郎が序文を書いて
おり，「余が学友富士谷君」と書き出している．編述兼出版人
は東京府士族　富士谷孝雄，住所は東京麹町区下六番町三十番
地　渡邊悠（欣に心かもしれない）方寓居となっている．また，　

同じ本と思われる本の広
告が最終ページにある．
それには『中学適要　地
学要略　 1 名地質学初歩』　
全 2 冊　農商務省地質調
査所長和田維四郎先生序，
理学博士原田豊吉先生校　
閲　理学博士富士谷孝雄　
先生編述　と書いてある．

外務省時代
　その後はどうしたのだろうか．まず，横山又次郎著『自然の
面影』（大正15（1926）年）の437ページで富士谷の名前を見つ
けた．「今から殆ど50年の昔，余がまだ東大の地質学科の学生
であった頃，同じく学生であった富士谷孝雄君（今は故人）が，
房州には畑の中に大きな岩珊瑚が転がっているそうだが，ずい
ぶん珍しいことだと話していたのを聞いて，行って一見したい
と思った．」富士谷は早世であったのだとわかった．横山は富
士谷の 1 学年下である．横山が1860年生まれなので，富士谷の
生年もそのころであろう．その後，文献は忘却したが，外務省
に勤務していたことを知った．それからは簡単で，国立国会図
書館デジタルコレクションで富士谷を検索すれば，正確な情報
を入手できる．
　外務省の翻訳官になってからは，官報を追うとよい．
・�明治18（1885）年 5 月30日　外務省翻訳局兼交信局勤務　月

俸70円（官報572号）
・�明治20（1887）年 6 月 6 日　依願免（官報1179号）
・�明治21（1888）年 8 月 6 日外務省翻訳官試補　年俸900円（官

報1531号）
・�明治22（1889）年12月24日外務省翻訳官（奏任官四等）中級

俸（官報1948号）
・�明治24（1891）年 3 月23日外務省翻訳官（奏任官四等）中級

俸（官報2315号）
　途中の退職・復職は渡欧した結果とみられる．高田善治郎

（滋賀県出身）・吉川真澄と明治20（1887）年 6 月28日より渡欧
した． 7 月 4 日に香港， 7 月11日にサイゴン， 7 月13日にシン
ガポール， 7 月19日にコロンボ， 7 月29日にアデン， 8 月 8 日
にマルセイユと経て， 8 月9日にイギリスに到達した（高田，
1889）．そののち，明治22（1889）年 4 月に『綿糸紡績者必読　
一名・印度綿及綿糸紡績』内田老鶴圃を出版した．富士谷の住
所はこのとき，牛込区新小川町三丁目十七番地であった．

地質学一般書の刊行
　外務省勤務時代も富士谷の地質学一般書の刊行は続いてい
る．
・�明治20（1887）年『芸氏地文学　中学校　師範学校教科用

書』，アーキバルト・ゲーキー著，富士谷孝雄訳補，文部省
編輯局 

・�明治21－23（1888-1890）年『如氏地理教科書　中等教育』，
ケイス・ジョンストン著，富士谷孝雄述，内田老鶴圃

・�明治24（1891）年『日本地理教科書』上巻，下巻  富士谷孝
雄 著，敬業社・成美堂 

・�明治25（1892）年『中等鉱物学教科書』富士谷孝雄 著，金
港堂

・�明治26（1893）年 4 月『普通地文学（巻 1 ）』理学士富士谷
孝雄 述，敬業社・成美堂 

矢島道子（日本大学文理学部）・浜崎健児（Ultra Trex（株））

トリビア学史　 3
富士谷孝雄（?−明治26（1893））はどこへ消えたか

（写真 1）右　ナウマン，左　富
士谷孝雄．撮影年不明．（フォッ
サマグナミュージアム所蔵）
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・�明治26（1893）年 8 月『地文学講義』  理学士富士谷孝雄 述，
成美堂 

　「地文学講義」には「明治25年明治議会の夏期講修会に於い
て講述せし講義速記録に聊か修正を加え，教員諸君学生諸子の
参考に供せんがために上梓したるものなり」という例言がつい
ており，明治26（1893）年 7 月の日付であった．
　また，『少年園』という明治21－18（1888－1895）年に存在
した雑誌に
・�明治23（1890）年 1 月 3 日（30）氷原及氷山の說 
・�明治23（1890）年 9 月 4 日（46）ジオン，ビリングス氏の哲

學
を掲載した．
　明治24（1891）年には富士谷の住所は東京市牛込区東五軒町
三十五番地であった．しかし，この一般書の多産の中，突然，
明治26（1893）年12月11日に富士谷は死亡した（東京地質学会，
1894）．死亡の詳細は不明である．

なぜ外務省に行ったのか
　富士谷の外務省への転出が明治18年 5 月で，ナウマンの帰国，
原田豊吉の東大教授の就任と時期をほぼ同じくしているので，
東京大学での地位争いの敗北の説を提唱する研究者もいる．し
かし著者らは，後に日本の外務官僚の大御所となる小村寿太郎

（1855−1911）の強い勧誘に富士谷が従ったと考える．小村寿
太郎が翻訳のスタッフとして富士谷を見込んだと著者らは考え
る．「明治21年10月，鳩山は今の条約局に当る当時新設の取調
局の長に転じ，侯［小村］はその後を襲いて翻訳局長となった．

（中略）新任翻訳局長たる侯の部下局員は赤羽（四郎）参事官，

久松（定弘）公使館書記官，富士谷（孝雄），関（澄蔵）の両
翻訳官，中略，の人々が居った」（信夫，1942，p 40−41）．小
村はどうやって富士谷を知ったか．
　富士谷孝雄の曽祖父 富士谷成章（なりあきら；1738−1779
は儒学者で，儒学者 皆川淇園（きえん；1735−1807）の弟で
あり，1756年に富士谷家の養子になった．富士谷家は九州柳川
藩の京都留守居役であった．
　皆川淇園と明治・大正時代の重要な教育者杉浦重剛（1855−
1924）は意外にも浅からぬ因縁がある．杉浦は 近江・膳所藩
出身であるが，藩侯の本多康禎は皆川淇園父子を招聘し，淇園
の計画により藩校の尊義堂を創立した．杉浦の父親は藩校の尊
義堂の教授であった（大町ほか，1924）．
　そして，杉浦と小村は貢進生の同期で，文部省留学生として
海外に行き，また個人的に親友でもあった．明治17（1884）年
井上馨外務卿の人材さがしで 当時東京大学予備門長の杉浦が
小村寿太郎を推薦した（大町ほか，1924）と考えられる．
　どうどうまわりをしたが，杉浦と富士谷は膳所藩と皆川の縁
で互いをよく知っていたと推定される．そして，この前後に富
士谷が外務省勤務を始めていることから，杉浦から小村に推挙
の働きかけがあったと思われる．

文　献
大町桂月・猪狩史山『杉浦重剛先生』政教社，大正13（1924）

年
信夫淳平『小村寿太郎』新潮社，昭和17（1942）年
高田善治郎『出洋日記』川勝鴻宝堂，明治24（1889）年
東京地質学会，1893，「訃音」地質学雑誌，第 1 巻 4 号p.205
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　本稿では，日本地質学会第123年学術大会（桜上水大会）に
おける国際交流活動を報告する．
　桜上水大会には，大韓地質学会より，Min HUH会長（全南
大学校）とYul ROH国際交流担当理事（全南大学校）が参加さ
れた．日本地質学会と大韓地質学会は，2007年以来，互いに隔
年で学術大会を表敬訪問しており（ただし，昨年の訪問はな
し），今年は大韓地質学会一行を招待する年であった．Huh会
長は9月10日に来日され，11日に離日という多忙なスケジュー
ルであった．まず，一行は懇親会に臨席され，冒頭の挨拶をい
ただいた．Huh会長は2024年の万国地質学会の韓国開催（開催
地 は 釜 山；IGC2024, http://www.igc2024korea.org/2015/
english/main/index_en.asp）が決まったことを紹介され，日本
地質学会を始めとする地球科学コミュニティーの協力を要請さ
れた．すでに政府から巨額の開催資金が得られており，特に若
手研究者の旅費支援には，相当な額を支出するとのことであっ
た．Huh会長のスケジュールを勘案し，懇親会後に一行の滞在
先であるホテルグレイスリー新宿で日韓地質学会の意見交換の
時間をもった．会議は，終始，友好的な雰囲気の中で進行した．
会議の主要な話題は，IGC2024に向けての日本地質学会と大韓
地質学会の協力に関してであった．韓国の万国地質学会招致に
際しては，大韓地質学会の要請に応じて，日本地質学会から日
本国内で実施可能な巡検案として，10コースを示しており，こ
の催行に向けて準備することで合意した．また，IGC2024にお
けるシンポジウム等のシーズの開拓が急務であり，そのために，
今後，両学会の学術大会で国際シンポジウム・ワークショップ
を開催し，日韓の研究者の交流を深めるとともに，共同研究の
推進を図ることが重要であるとの認識を共有した．また，大韓
地質学会は2017年に75周年を，日本地質学会は2018年に125周
年を迎えるので，記念式典やシンポジウムには，相互に代表団
を送ることが合意された．
　学術大会中日（ 9 月11日）には，海外からの参加者を半日巡
検に招待した．参加者は，Roberto Compagnoni教授（トリノ
大学；2016年度日本地質学会国際賞受賞），Roh理事，Sunwoo 
DON博士（韓国地質資源研究院；国際シンポジウムにて招待
講演）夫妻，地質学会からはSimon Wallis理事（名古屋大学），
橋辺菊枝氏（事務局），井龍の7名が参加した．まず，新宿駅に
集合したが，地下鉄に乗車するまで，かなりの距離を歩くこと
になり，参加者一同，新宿駅が巨大な迷宮であることを実感し
た．最初の訪問先は，浜離宮恩賜庭園であった．御存知のよう

に，この庭園は，江戸時代には徳川将軍家の別邸として整備さ
れ，戦前までは宮内省の管轄する離宮であった由緒ある庭園で
ある．海外では，汐留の高層ビル群と伝統的な庭園とのコント
ラストが見所としてガイドブックやテレビで紹介されていると
のことである．一同で日本庭園の美を満喫した後，“中島の御
茶屋”を訪れ，茶道の心得のある橋辺に倣って，抹茶と和菓子
を楽しんだ．庭園鑑賞を早々に切り上げ（海外からの参加者は
名残惜しそうで，誠に申し訳なかった），水上バスで浅草まで
移動した．浅草は日曜日であったこともあり，大変な混雑であ
った．浅草寺近くの蕎麦屋で，早めの昼食をとった後，浅草寺
雷門で解散となった．当日は曇り時々雨という，あいにくの天
気であったが，見学中は雨に降られることはなく（幸いにも，
降雨は移動中であった！），半日巡検を予定通りに終えること
ができた．
　桜上水大会では，「Geological and paleogeographical evolution 
of the Ryukyu Islands in the late Cenozoic」という国際シン
ポジウムが開催された．本シンポジウムは，日本地質学会と学
術交流協定を締結している大韓地質学会および台湾地質学会と
の共同企画として行われ，シンポジウムの冒頭には，Roh理事
から開会の挨拶をいただいた．大韓地質学会の海外からの招待
講演者は，台湾および韓国から 1 名ずつの 2 名であった．琉球
列島の地質学的研究は100年以上に渡る歴史があり，その結果
に基づいて構造発達史が編まれてきた．一方，生物の分子系統
に基づいて，個体群の隔離のタイミング（＝島々の分離のタイ
ミング）が推定され，生物地理の変遷が描かれてきた．しかし
ながら，本来は一致すべき，地質学的観点に基づく構造発達史
と分子系統に基づく生物地理の変遷には，大きな不一致がある．
本シンポジウムの目的は，琉球列島の地質および生物地理に関
する最新のデータを持ち寄り，新たな地質構造発達史を描き出
すための学際的国際共同研究を行う第一歩を踏み出すことであ
った．今回の国際シンポジウムは，日本地質学会が学術交流協
定を締結している学会との関係を生かして，多くの貴重な情報
を入手できた点，生物地理分野との学際的交流を行うことがで
きた点で，非常に有益なイベントと総括される．
　このように，桜上水大会での学術大会では，大韓地質学会と
の交流行事を行い，大韓地質学会および台湾地質学会との共同
企画として国際シンポジウムを開催することができた．今後，
国際交流をさらに活性化し，日本地質学会の国際的なプレゼン
スを高めていきたい．

海外の学術団体との協力・交流活動をご紹介します

日本地質学会第123年学術大会（桜上水大会）における国際交流活動報告

井龍康文（東北大学）

写真左）半日巡検参加者．
左から，橋辺菊枝（学会事
務局），Sunwoo DON（韓
国地質資源研究院）夫妻，
Roberto Compagnoni（ト
リノ大），Yul ROH（全南
大 学 校 ），Simon Wallis

（名大）の各氏．
写真右）国際シンポジウム
参加者．左から，戸田　守

（琉球大），太田英利（兵庫県立大・兵庫県立人と自然の博物館），Sunwoo DON（韓国地質資源研究院），Shu-Kun HSU（台湾　国立中央
大），荒井晃作（産総研），中村　剛（北大）の各氏．
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［Research Article］
1．A Late Cretaceous mammalian dentary from the 

Ashizawa Formation (Futaba Group), Fukushima, 
northeastern Japan

Nao Kusuhashi, Tadashi Suzuki, Kazuaki Terui, Atsushi Sato 
and Romain Amiot

福島県の上部白亜系足沢層 (双葉層群) から産出した哺乳類の
歯骨
楠橋　直・鈴木　直・照井一明・佐藤　篤・Romain Amiot
　福島県のコニアシアン階足沢層（双葉層群）より哺乳類の歯
骨が発見された．標本は左下顎体の一部で，歯冠は保存されて
いないものの 5 つの歯槽があり，そのうち遠心の 4 つには壊れ
た歯根が入っている．歯骨や歯根の形態からみて，標本は獣類
のものであると考えられる．この標本は東北日本から見つかっ
た初めての中生代哺乳類化石であり，将来的に東北日本の白亜
系からさらに哺乳類化石が見つかる可能性を示している．東ア
ジアからは後期白亜紀の哺乳類化石があまり報告されていない
ので，今後追加標本が得られれば，東アジアにおける後期白亜
紀の哺乳類進化を考える上で重要な情報を提供することができ
るだろう．

Key Words : 足沢層，福島県，双葉層群，後期白亜紀，哺乳類，
東北日本

2．Isolated Archosaur teeth from the green sandstone 
capping the Coralline Limestone (Bagh Group) of the 
Narmada valley: Evidence for the presence of pre-Late to 
Late Maastrichtian abelisaurids in India.

Guntupalli V.R. Prasad, Vishal Verma, Pooja Grover, Rajkumari 
Priyadarshini, Ashok Sahni and Ranjit S. Lourembam

ナルマダー渓谷のバッグ層群を構成するCoralline Limestoneを
覆う緑色砂岩層から発見された主竜類の歯化石：前後期―後期
マーストリヒチアン期に獣脚類がインドにいた証拠
　近年のナルマダ―渓谷下部での試掘により，白亜系の海成層
Bagh Groupの上部より主竜類の歯化石 3 点が得られた．これ
らの標本は，インドのマディヤ・プラデーシュ州ダール県プテ
ィバウリ村近郊の，Coralline Limestone（コニアシアン階）最
上部のカキ化石を産する緑色砂岩層から得られたものである．
この層準から発見された 3 点の歯化石のうち，2 点は恐竜類で
あるアベリサウルス類，1 点は分類不明のワニ類に同定された．
アベリサウルス類の歯 2 点は，それぞれマジュンガサウルスと
インドスクスの前上顎骨と上顎骨の歯の形態に一致する．これ
までインドのアベリサウルス類は，Jabalpur，Pisdura（イン

ド中部），Balasinor（インド西部）の上部白亜系（マーストリ
ヒチアン階）Lameta Group，上部白亜系（上部マーストリチ
ヒアン階）Kallamedu Formation（インド南部）から報告され
ている．本稿で記載された標本の産出層準より具体的な年代を
示す化石は得られていないが，上位と下位の地層の年代に基づ
けば，産出層準の年代はコニアシアン期からマーストリヒチア
ン期後期と考えられる．従って，今回の発見は，インド亜大陸
における最古のアベルサウルス類の産出例となる．

Key Words : バグ層群，アベリサウルス類，ナルマダ—渓谷，
インド，緑色砂岩層

3．Variations in stress and driving pore fluid pressure 
ratio using vein orientations along megasplay faults : 
Example from the Nobeoka Thrust, Southwest Japan.

Makoto Otsubo, Ayumu Miyakawa, Ryoji Kawasaki, Katsushi 
Sato, Asuka Yamaguchi and Gaku Kimura

鉱物脈の姿勢情報から推定されるプレート沈み込み帯巨大分岐
断層周辺での応力状態および駆動流体圧比：宮崎県延岡衝上断
層の例
大坪　誠，宮川歩夢，川崎令詞，佐藤活志，山口飛鳥，木村　
学
　本研究では，巨大分岐断層の陸上アナログとされている延岡
衝上断層の断層帯周辺でのextension veinの姿勢情報を用いて，

（1）延岡衝上断層活動前後の応力状態，および，（2）駆動流体
圧比の空間不均一性，について検討を行った．Extension vein
はモードⅠクラックを充填する石英脈であり，延岡衝上断層の
上盤および下盤で認められる．応力逆解析の結果は上盤下盤と
もに正断層型応力であった．それらのσ3 軸の方向は延岡衝上
断層のすべり方向（Top to SSE）と調和的であった．このこ
とから，extension vein形成時の応力は延岡衝上断層運動時の
応力解放に伴う二次的な応力であると考えられる．見積もられ
た駆動流体圧比は上盤で小さく，下盤ではそれよりも大きい．
この駆動流体圧比の上盤と下盤の差は，両岩体での間隙流体圧
の違い，もしくは岩石強度の違いが考えられる．

Key Words : 地震，南海トラフ沈み込み帯，間隙水圧，地震発
生帯，応力逆解析

［Pictorial］
4．Stress changes in an accretionary wedge related to the 

displacement of an out-of-sequence thrust in a numerical 
simulation

Ayumu Miyakawa, Yasuhiro Yamada and Makoto Otsubo

数値シミュレーションによる序列外スラストの変位に伴う付加
体中の応力変化
宮川歩夢，山田泰広，大坪　誠

5．UAV-based mesoscale lithologic distribution map of a 
large shear zone in Jurassic accretionary complex 
(Ohwaki outcrop in the Mino Belt, central Japan).

Asuka Yamaguchi, Rina Fukuchi, Mari Hamahashi and 
Mayuko Shimizu

UAV空撮に基づくジュラ紀付加体内大規模剪断帯（美濃帯大脇
露頭）の岩相分布図
山口飛鳥・福地里菜・浜橋真理・清水麻由子

Vol.25, Issue 6

　Islands Arcは，2016年より隔月出版となりまし
た．最新号のVol. 25 Issue 6 が2016年11月に発行さ
れました．学会ホームページから会員ログインす
ると全文がオンラインで無料閲覧できます．是非
ご覧下さい．

（Island Arc編集委員会）
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関東支部功労賞募集

　日本地質学会関東支部では，支部の顕彰制度に基づき2016年
度も支部活動や地質学を通して社会貢献された個人・団体を関
東支部として顕彰いたします．つきましては，下記の要領で支
部会員からの推薦を募集します．
　
対�象者：支部活動や地質学を通して広く社会貢献をされた関東

支部内に在住の個人・団体　
　＊�社会貢献や活動の評価においては，必ずしも学問的な成果

を問うものではありません．
公募期間：2016年12月10日～2017年 1 月10日
選考期間：2017年 1 月11日～2017年 1 月31日

関東支部功労賞審査委員会（委員長：伊藤谷生 前支部長）

を設置
審査結果報告：NEWS誌，関東支部総会
推�薦方法：対象者氏名，推薦者氏名，推薦理由（400字程度）

を記入の上，関東支部功労賞推薦としてメールもしくは
FAXにて下記へお送りください．

推薦受付：神奈川県立生命の星・地球博物館　笠間友博
　〒250-0031　小田原市入生田499
　E-mail：kasama@nh.kanagawa-museum.jp
　FAX：0465-23-8846
参考：これまでの関東支部功労賞受賞者（順不同敬称略）
　2010年度　清水惠助
　2011年度　府川宗雄，かわさき宙と緑の科学館
　2012年度　神戸信和，松島義章，加瀬靖之，下仁田自然学校
　2013年度　埼玉県立自然の博物館，早稲田大学高等学院理科

部地学班
　2014年度　千葉達朗，横須賀市立自然・人文博物館
　2015年度　千葉県立中央博物館，神奈川県大井町・株式会社

古川

支部コーナー

☆関東支部

お知らせ

★行事委員会
123年学術大会（2016東京・桜上水）の反省

　行事委員会として本年度の年会に対する反省点を以下に述べ
る．
　まず巡検における参加者確保が最少催行人数を下回る事例が
頻発したため，原則禁止されている巡検実施におけるレンタカ
ー使用が大幅に増えてしまい混乱が生じてしまった．次回以降
は参加者が確保しづらい宿泊を伴う巡検を極力減らすことと，
レンタカー使用の原則禁止を徹底したい．また今回はプレスリ
リース発表の推薦が低調であり，行事委員会でハイライトから
プレス発表を選ぶこととなった．次回はハイライトとプレスリ

リースの区分けおよび世話人への推薦依頼を徹底して行いた
い．年会当日の対応における反省点は，ポスター掲示時間が守
られていない例が見受けられたこと，講演賞に対するエントリ
ー表示のないポスターがあったこと等があり，次回はそれらの
防止に努めたい．

（行事委員長　岡田　誠）

員委 会 だ よ り

第124年学術大会（2017松山大会）

2017年 9 月16日（土）〜 18日（月・祝）
会場：愛媛大学

地質リーフレット 4

地質リーフレットシリーズ1～3も
好評発売中！

編集　一般社団法人日本地質学会　地質環境の長期安定性研究委員会
発行　一般社団法人日本地質学会

定価600円
（会員頒価500円）

（20部以上の場合割引あり）

日本列島と地質環境の長期安定性

購入希望の方は、学会事務局まで。　e-mail: main@geosociety.jp 　電話 03-5823-1150

2011年1月発行　B2版　両面フルカラー

地質環境の長期的利用の観点から、日本の地質環境を分かりやすくまとめ
たリーフレット。最新のデータに基づき、日本列島の断層運動、火山・マグマ
活動等の特徴、そして将来予測の考え方を示しています。多くの方 に々活用
して頂けることを願っています。

好評発売中
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　今年の日本地質学会第123年学術大会は，9 月10日～12日の
三日間にわたって，東京都桜上水にある日本大学文理学部キャ
ンパスで開催された．今年の学術大会は「出番ですぜ！江戸前
地質：ジオハザードと都市地質学」のスローガンをかかげてお
り，会期中には「2016とうきょう－首都をささえる大地のしく
み－」と題した地質情報展や「ジオハザードと都市の地質学」
をテーマとした市民講演会なども開催されたこともあり，学
生・研究者だけでなく近所あるいは少々遠くからいらしたので
あろう一般の方々も多く見られた（写真 1 ）．また，学会に付
随して13日～15日には巡検も行われた．本誌p.16の学術大会報
告記事には，筆者らが「巡検B班（浅部付加体）」に関して報告
しているのでそちらも参照されたい．

ポスター発表の報告
　筆者らは紀伊半島に分布する四万十帯の地質構造発達史を解
明すべく，地質調査を基本とした研究を進めている．今年の日
本地質学会第123年学術大会では，「地域地質」のセッションで
ポスター発表を行った（写真 2 ，3 ）．
　私は紀伊半島中央部に分布する四万十帯の詳細な地質と地質
構造，および堆積年代を明らかにすることを目的に地質調査を
主な手法として研究を行っている．今回のポスター発表では，
2 つの目的をもって臨んだ． 1 つ目は，私が現在まで取り組ん
できた研究の成果を発表することである．私は卒業論文と修士
の研究を通して，四万十帯の詳細な地質と地質構造，および堆
積年代を明らかにし，またその周辺に分布する秩父帯との詳細
な境界分布についても新たな知見を得ることができた．それら
の成果をもとに紀伊半島中央部の地質構造発達史について発表
したいと考えたためである． 2 つ目は，ポスター発表を行い，
他の研究者と議論することで，自分の研究成果や考察に関する
問題点や矛盾点，さらに今後どのように研究を進めるべきかな
ど，様々な視点から意見をもらうためである．今年の日本地質
学会第123年学術大会では， 2 件のシンポジウムと34件のセッ
ション（トピックセッション・レギュラーセッション・アウト
リーチセッション）が開催され，580題を超える多くの発表が
行われた．レギュラーセッションの中の「地域地質・地域層
序・年代層序」では，13題の口頭発表と40題のポスター発表が

行われた．「地域地質」のポスターセッションは，学術大会初
日に行われ，コアタイムは13時45分～15時5分の80分間であっ
た．コアタイムでは，四万十帯の研究者だけでなく，様々な分
野の方に私のポスターを見ていただき，研究成果やその考察に
対して，意見をもらうことができ，新たに気づかされることが
非常に多かった．また，今後の研究の展望に関してもアドバイ
スをいただくことができ，新たな研究手法や考え方についても
学ぶことができた．今回いただいた意見やアドバイスを参考に
して，今後の研究を進めていきたい．（志村侑亮）

　私は紀伊半島中央部の四万十帯白亜系に分布するout-of-
sequence thrust周辺の詳細な地質，地質構造，および変形構
造を明らかにすることを目的として，地質調査を中心に研究を
行っている．今回の学会では，卒業研究や修士の研究における
自分の研究成果をまとめるとともに，自分の研究について他の
研究者から意見をいただければと考え，ポスターセッションに
参加した．学会に参加するのは今回が初めてであり，稚拙なポ
スター発表となってしまったが，多くの方に見ていただくこと
ができた．コアタイムでは，自分の研究成果や今後の展望に対
し，様々な分野の方から意見をいただき，議論を交わすことで
新たな問題点に気づくことができた．また，3 日間を通して他
の発表者のポスターを見ることで，ポスターのレイアウトやデ
ザインなど，わかりやすいポスターのまとめ方を勉強すること
ができた．今後は，今回いただいた意見や問題点を参考に研究
を行っていきたい．（水戸創也）

日本地質学会第123年学術大会に参加して
　日本地質学会第123年学術大会を通して，大きく分けて 2 つ
のことを学ぶことができた．1 つ目として，ポスター発表の仕
方である．私はこの 3 日間，多くの研究者のポスター発表を聴
くことができ，ポスターの構成や発表の仕方などを学ぶことが
できた．他の研究者のポスターは，研究背景・研究手法・結
果・考察がわかりやすくまとめられており，その構成の仕方は
非常に勉強になった．また，ポスターの色使いも工夫がなされ
ており，非常に見やすいものであった．ポスターを用いた発表
では，順序を踏んで説明していただいたためわかりやすかった．
私は今年の地質学会で 2 度目のポスター発表であったが，自分
のポスターを観に来ていただいた方に対して，順序よくかつわ
かりやすく説明することができなかった．その原因としては，
研究背景・研究手法・結果・考察の大きな 4 つの柱を区別せず
に説明してしまったためであると考えられる．来年の愛媛大会
では，今回得られたポスターの構成や発表の仕方などをもとに，
自分のポスター発表をより良いものにしていきたい．2 つ目は，
沈み込み帯・陸上付加体に関する先端研究に触れることができ
たことである．今年の沈み込み帯・陸上付加体では，ラマン分
光分析やビトリナイト反射率を用いた最大被熱温度の推定やジ
ルコンU-Pb年代を用いた堆積年代の制約に関する研究報告が
非常に多かった．ラマン分光分析やビトリナイト反射率を陸上
付加体へ適用することで，最大被熱温度が推定でき，その地層
がどの深度まで沈み込んだのかを明らかにすることができる．
また，温度構造のギャップから，out-of-sequence thrustなどの
断層の推定などにも応用されている．このような手法を用いた
研究は，沈み込み帯における地震発生域のメカニズムと密接に
関係しているとされ，近年非常に注目されている．私は今後の
研究として，ラマン分光分析を用いた最大被熱温度の推定を新
たな研究テーマとして取り入れたいと考えているので，今回の
ラマン分光分析を用いた多くの研究報告は非常に勉強になっ
た．ジルコンU-Pb年代測定に関しては，私の研究において堆
積年代の制約をするために使用している手法であるが，ジルコ写真 1．海底から地質試料を採取する疑似体験コーナーの様子．

日本地質学会第123年学術大会の報告

志村侑亮・水戸創也
信州大学　総合理工学研究科
地球学ユニット　修士課程 1年
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ンU-Pbの年代解釈や火成活動との関連性，さらにはジルコン
U-Pbの年代分布から後背地の推定など，多岐にわたる観点か
らのジルコンU-Pb年代の適用は非常に勉強になった．
　3 日間にわたり日本地質学会に参加したことで，自分の研究
やその展望に関して多くの意見をもらえたことだけでなく，他
の研究者の多くの研究成果を聴くことで，研究の視野を広げる
ことができたため，非常に得られるものが多かった．今回得ら
れた多くのことを参考に，自分の今後の研究に役立てたい．

（志村侑亮）

　私は今回の学会が初めて参加する学会であり，非常に緊張し
た 3 日間であった．一方，とても充実した時間を過ごすことが
できた． 1 つ目は，様々な分野の最先端の研究を知ることがで
きたことである．トピックセッションやレギュラーセッション

った．また，沈み込み帯・陸上付加体のセッションでは，シュ
ードタキライトや砕屑性ジルコンU-Pb年代測定といった最先
端の研究に触れることができ，勉強になった．ポスター発表で
は，紀伊半島における放散虫化石や砕屑性ジルコンU-Pb年代
を用いた年代の議論など，自分の研究に関わりのある分野の発
表を聴くことで，今後の研究の展望を考えることができた．さ
らに付加体や紀伊半島に限らず，多くの分野のポスターを見る
ことで，今まで知らなかった研究手法などを知ることができ，
研究の視野を広げることができた．2 つ目は，他大学の院生と
の交流である．学会の3日間では，ポスター発表などを通して，
他大学の院生と交流する機会があった．自分と同年代の研究者
の研究報告は刺激的であり，今後の研究に対するモチベーショ
ンを高めることができた．3 つ目は，自分の研究について様々
な視点から意見をいただけたことである．普段の研究生活では，
指導教員や同じ研究室の学生からしかアドバイスをいただくこ
とはないが，学会では多くの研究者の方から意見やアドバイス
をいただくことができた．今回私は，地質・地質構造を地質図
としてまとめ，変形構造の記載と合わせて報告を行ったが，地
質図の解釈に対する質問や意見が多く，自分の研究の甘さを痛
感した．変形構造に関しても，多くの意見やアドバイスをいた
だくことができた．また，研究の内容についてだけでなく，ポ
スターのまとめ方についてもアドバイスをいただくことができ
た．わかりやすいレイアウトや図の使い方，配色などを指摘し
ていただき，伝わりやすいまとめ方を学ぶことができた．
　日本地質学会に参加した 3 日間を通して，最先端の研究や他
分野の研究について学ぶだけでなく，ポスター発表を通して，
自分の研究の不十分な点を発見することができた．また，多く
の研究者と議論や交流することで非常に刺激的な 3 日間を過ご
すことができた．今後は，今回学んだことや指摘していただい
た意見を参考に研究に邁進していきたい．（水戸創也）

まとめ
　今回の日本地質学会第123年学術大会は，研究活動に対する
筆者らのモチベーションを高める意味で，非常に充実した 3 日
間であった．来年の地質学会は，2017年 9 月17日～19日に愛媛
大学での開催が予定されている．研究成果の発表やより活発な
議論を行うためにも，今後の研究生活に励んでいきたい．

常時投稿をお待ちしています．院生コーナーの編集は現在以下
の４名で行っています．原稿は5000字以内，図・写真３点以内
を目安に，e- mailでいただければ幸いです．
kouzu_0419@geol.tsukuba.ac.jp	 高津翔平（筑波大）
16nd204l@vc.ibarkai.ac.jp	 羽田裕貴（茨城大）
k0231215@kadai.jp	 山下大輔（熊本大）
yamada-masataka1@ed.tmu.ac.jp	 山田眞嵩（首都大）

写真 2．高校生による研究成果発表の様子．

写真 3．今大会でポスタ
ー賞に輝いた名古屋大学
の学生．

では，様々な分野の
講演が行われてお
り，付加体に関する
ことだけでなく，テ
クトニクスや岩石の
変形について学ぶこ
とができた．変形構
造や構造地質学は私
の研究に大きく関わ
ることなので，今回
の講演やポスター発
表は非常に勉強にな
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　一般社団法人日本地質学会運営規則により，次年分の会費を前納下さいますようお願いいたします．2017年４月〜2018年３月の会費額は
下記の通りです．

1 ．自動引落を登録されている方の 引き落とし日は12月26日（月）です．
　2017年度分会費の引き落とし日は12月26日です．請求書ならびに引き落とし通知の発行は省略させていただきますのでご了承下さい．これ
より以前に不足額がある場合には加算され，余剰金がある場合はその分を減額して引き落としとなります．通帳には金額とともに「チシツカ
イヒ」あるいは「フリカエ」，「SMBC」などと表示されますので，必ずご確認下さい．

2 ．自動引き落としをご利用下さい．
　12月26日の引き落としには間に合いませんが，請求書に同封の書式にてぜひ自動引き落としのお申込をお願いいたします（2017年 6
月にも引き落とし手続きをいたします）．自動引き落としによる払込をより多くの会員に積極的に採用して頂きたく，ご理解とご協力
をお願いいたします．自動引き落としを希望する方は，「自動払込利用申込書」（本誌巻末にも掲載）をお送り下さい．

3 ．上記以外の方（お振り込み）
　12月中旬頃までに請求書兼郵便振替用紙をお送りいたします．折り返しご送金くださいますようお願いいたします．

一般社団法人日本地質学会　会計委員会

一般社団法人日本地質学会運営規則
第２章　第７条（会　費）
　学会は会費の年額（４月１日〜翌年３月末日）を次のように定め，
会員は当該年度の初日までにこれを支払うこととする．入会の際には
当該年度の年額を支払うこととする．
　（1�）正会員：12,000 円
　　　�ただし，大学学部ならびに大学院に在籍するものは，毎年度ご

とに所定の申請書を提出した場合，それぞれ学部学生割引と
院生割引を適用し，年会費を 5,000 円ならびに 8,000 円とする．
これらに準じる身分の学生についても同様の扱いとする．

　（2�）賛助会員：１口 25,000 円，２口以上
　　　�ただし，諸般の事情により理事会が認める場合は，１口とする

ことができる．
２　�会費の変更は，理事会の議決により，総会の承認を得なければな

らない．
３　�会員は，上記に定める会費を当該会計年度の前に一括納入しなけ

ればならない．ただし，やむを得ぬ理由により理事会が認める場
合は，分納もしくは減免することができる．

４　会費を滞納した会員については次の処置をとる．
　（1）�滞納期間が６ヶ月以上となった場合には，地質学雑誌等の会誌

の送付を停止する．
　（2）�滞納会費が納入された場合には，送付を停止した地質学雑誌等

の会誌の送付を再開する．ただし，会誌の在庫の関係で送付がで
きないことがある．

　（3）�地質学雑誌への投稿，講演会での講演を制限することがある．
　（4）�会費支払いの督促を受けつつ，正当な理由なく，かつ，退会届

を提出せぬままに会費を滞納した会員は，滞納４年度目をもって，
理事会の議決により会員の資格を喪失させ除籍とする．

2017 年度の会費払込について

※学部に在籍している学生の方，定収のない大学院生（研究生）の方で，それぞれ所定の書式で申請をされた方にのみ割引会
費を適用します．なお，2016年度までの学部学生割引・院生割引会費についての申請は終了しておりますので，2017年度会費
にのみ適用となります．

会員資格 2017 年４月〜 2018 年３月分会費

　正会員 12,000 円
　　〃　（院生割引）※　要申請 8,000 円
　　〃　（学部学生割引）※　要申請 5,000 円
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学部学生・院生（研究生）の方へ「割引会費申請」について

2017年度（2017．4～2018．3）学部学生割引・院生割引会費申請受付中

　一般社団法人日本地質学会運営規則により，学部学生・院生（研究生）については，本人の申請
によりそれぞれ割引会費が適用されます．現在，次年度（2017年度）の会費についての申請を受付
中です．該当される会員は下記の書式にて申請書を提出してください（郵送に限る）．なお，これ
まで（～2016年度）の学部学生割引・院生割引会費についての申請受付は終了していますので，
2017年度分の申請のみ適用となります．

★注意★
　 毎年更新となりますので，次年度会費について該当する方は，必ず申請してください．
　 2017 年度から社会人になるかたは，割引会費の申請はできません．

送付先：〒 101-0032　東京都千代田区岩本町 2－ 8－ 15　井桁ビル 6階
一般社団法人日本地質学会

2017 年度一般社団法人日本地質学会
学部学生割引・院生割引会費申請書

一般社団法人日本地質学会　御中
　　　　私は，運営規則第 2 章第 7 条第 1 項（1）に基づき，2017 年度会費の

学部学生割引　　・　　院生割引　　（いずれかに○）
を申請いたします． 

申請日　　　年　　月　　日　
会員番号：

会員氏名：

現在の所属・学年：　

大学 学部  　　　　       学科 年在学中

大学大学院
研究科

専攻
前期 ・ 後期

年在学中

2017 年４月からの所属：（現在の所属と同じ場合には「同上」でも可）

大学・大学院名 学部学科・研究科専攻名

上記，本学の学生につき，学部生・定収のない院生（研究生）であることを証明いたします．
指導教員（等）
　　所属：
　　氏名：� 印  　

最終受付〆切

2017 年 3月 31日（金）

p44_申請書について.indd   44 2016/11/24   16:05



45日本地質学会News　19（11）

C A L E N DAR
2016.11～

　地球科学分野に関する研究会，学会，国際
会議，などの開催日，会合名，開催学会，開
催場所をご案内致します．会員の皆様の情報
をお待ちしています．
★印は学会主催，（共）共催，（後）後援，

（協）協賛．

2016年
�月　November
○第27回地質汚染調査浄化技術研修
会
日本地質学会環境地質部会 共催
11月18日（金）〜 20日（日）
場所：関東ベースンセンター（千葉県香取市）
会費：会員 45,000円（学生35,000円），非会
員 55,000円（非会員学生40,000円）※昼食代
を含む
http://www.npo-geopol.or.jp/sympo.htm

○International Association for 
Gondwana Research 2016 Annual 
Convention & 13th International 
Conference on Gondwana to Asia
11月19日（土）〜 22日（火）
場所：インド，トリバンドラム，Residency 
Tower Hotel
http://www.iagr2016.com

○シンポジウム「熊本地震を踏まえ
た地域防災力強化の在り方 in 大阪」
主催：地区防災計画学会、情報通信学会災害
情報法研究会、（一財）関西情報センター
11月20日（日）13：30 〜 16：30
場所：大阪大学中之島センター講義室304
定員100名・参加費無料
http ://www.gakka i . ch iku -bousa i . jp/ 
ev161120.html

○女子大学院生・ポスドクと産総研
女性研究者との懇談会
11月21日（月）13:00 〜 17:00
場所：産総研つくばセンター中央
http : //un i t . a i s t . go . j p/d iver s i ty/ j a/
event/161121_div_event.html

○第８回ネパール地質学会
11月27日（日）〜 29日（火）
場所：ネパール・カトマンズ（詳細未定）

「ネパールの発展と災害対応に役立つ地球科
学」を学会の主テーマとし，2015年ネパール
地震の特別セッションがある．
http://www.ngs.org.np
問 合 せ：Dr. T.N. Bhattarai，tnbhattarai@ 
wlink.com.np

�月　December
（協）第32回ゼオライト研究発表会
12月１日（木）〜２日（金）
場所：タワーホール船堀
テーマ：ゼオライト，メソ多孔体，およびそ
の類縁化合物に関連した研究の基礎から応用
まで
http://www.jaz-online.org/index.html

○第２回防災学術連携シンポジウム
「激甚化する台風・豪雨災害とその対策」
12月１日（木）　10:00 〜 18:00
場所：日本学術会議講堂
http://janet-dr.com/07_event/event13.html

○原子力機構東濃地科学センター：
地下環境シンポジウム
12月 3 日（土）
場所：地域交流センター「ときわ」（岐阜県
瑞浪市内）
入場無料
https://www.jaea.go.jp/04/tono/

○第16回東北大学多元物質科学研究
所研究発表会
12月 7 日（水）～ 8 日（木）
場所：東北大学片平さくらホール
http://www2.tagen.tohoku.ac.jp/general/
event/meeting/2016/index.html

○第15回地圏資源環境研究部門研究
成果報告会
CO2地中貯留の実用化に向けて－技術課題と
産総研の役割－
12月 9 日（金）13:30～17:25
場所：秋葉原ダイビル・コンベンションホール
ht tp s : / /un i t . a i s t . g o . j p /ge o r e s env/
information/20161007.html

○第193回地質汚染イブニング・セミ
ナー
12月16日（金）18:30～20:30
場所：北とぴあ901会議室
講師：宮崎　毅（東京大学名誉教授）
テーマ：土壌層と水循環
http://www.npo-geopol.or.jp/event.htm

○地質学史懇話会
12月23日（金・祝）13:30 〜 17:00
場所：北とぴあ８階803号室
眞島英壽：「日本海拡大と地球科学の方法論」
石原舜三：「日本の花崗岩研究史」

2017年
1月　January

（協）第14回岩の力学国内シンポジウ
ム：JSRM2017 〜人類の未来を支え
るフロンティア研究と岩の力学〜
１月10日（火）〜 12日（木）
場所：神戸大学百年記念館
http://rock.jsms.jp/jsrm2017/

○第194回地質汚染イブニング・セミ
ナー
1 月27日（金）18:30～20:30
場所：北とぴあ901会議室
講師：古野邦雄（元千葉県環境研究センター
主席研究員），高嶋　洋（野田市道路管理課
主査）
テーマ：関東地下水盆管理と水循環基本法
http://www.npo-geopol.or.jp/event.htm

3月　March
○4th IGS（international Geoscience 
Symposium）Precambrian World 2”
in Fukuoka
３月３日（金）〜５日（日）
場所：九州大学西陣プラザ
http://www.kochi-u.ac.jp/marine-core/
precambrian_world/PW2017/top.html

9月　September
★ 日 本 地 質 学 会 第124年 学 術 大 会

（2017松山大会）
９月16日（土）～18日（月）
会場：愛媛大学理学部ほか（松山市文京）

（注）松山市内では同期間中に医学系など他
学会の開催が予定されています．宿泊予約が
混み合うことが予想されますので，早めの宿
泊予約をお勧め致します（近年学会を通じて
の宿泊手配は行っていません．各自でお手配
をお願いします）．
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　ご希望の方は代金を添えて本会事務局宛お申込みください．なお，２冊以上のお申込みにつきましては送料をお問い合わ
せください．
現金書留または郵便振替　00140−8−28067
　40号以前の論集については，一部在庫がございます．院生・学生４割引，正会員２割引で販売しております．ご希望の方
は学会事務局までお問い合わせ下さい．No. 40以降の論集 : 院生・学生のみ２割引

地　質　学　論　集
第 40 号　�中央構造線のネオテクトニクス—その意義と問題点—．岡田篤正ほか編，250pp., 1992年12月刊，会員頒価3,200円，

〒350円
第 41 号　�中部九州後期新生代の地溝．長谷義隆ほか編，192pp., 1993年６月刊，会員頒価3,100円，〒300円　
第 42 号　西南日本の地殻形成と改変．小松正幸ほか編，357pp., 1993年４月刊，会員頒価3,100円，〒350円
第 43 号　浅部マグマ溜りとその周辺現象の地球科学．村岡洋文ほか編，177pp., 1994年４月刊，会員頒価2,000円，〒350円
第 44 号　島弧火山岩の時空変遷．周藤賢治ほか編，335pp., 1995年11月刊，会員頒価2,800円，〒350円
第 45 号　�シーケンス層序学—新しい地層観を目指して．斎藤文紀ほか編，（売り切れました）
第 46 号　火山活動のモデル化．佐藤博明ほか編，162pp., 1996年９月刊，会員頒価 1,900円，〒300円
第 47 号　日高地殻—マントル系のマグマ活動．荒井章司ほか編，323pp., 1997年４月刊，会員頒価3,000円，〒350円
第 48 号　�Cretaceous Environmental Change in East and South Asia （IGCP350） Contributions from Japan—　岡田博有

ほか編，188pp.，1997年６月刊，会員頒価 2,100円，〒350円
第 49 号　21世紀を担う地質学．新妻信明ほか編，232pp.，1998年３月刊，会員頒価 2,500円，〒350円
第 50 号　�構造地質　特別号—21世紀の構造地質学にむけて—．狩野謙一ほか編， 263pp.，1998年７月刊，会員頒価2,500円，

〒350円
第 51 号　�地震と地盤災害—1995年兵庫県南部地震の教訓—．岡田博有ほか編， 162pp.，1998年３月刊，会員頒価3,000円，

〒350円
第 52 号　�オフィオライトと付加体テクトニクス．宮下純夫ほか編，316pp.，カラー 10pp.，1999年９月刊，会員頒価3,000円，

〒350円
第 53 号　�本州弧下部地殻と珪長質マグマの生成・活動システム．加々美寛雄ほか編，401pp.，1999年11月刊，会員頒価3,900 

円，〒360円
第 54 号　�タフォノミーと堆積過程—化石層からの情報解読—小笠原憲四郎ほか編，197pp.，1999年12月刊，会員頒価2,900

円，〒350円
第 55 号　ジュラ紀付加体の起源と形成過程．木村克己ほか編，（売り切れました）
第 56 号　古領家帯と黒瀬川帯の構成要素と改変過程．高木秀雄ほか編，253pp., 2000年３月刊，会員頒価2,900円，〒350円
第 57 号　砕屑岩組成と堆積・造構環境．公文富士夫ほか編，240pp., 2000年９月刊，会員頒価2,800円，〒350円
第 58 号　�地震イベント堆積物—深海底から陸上までのコネクション—藤原　治ほか編，169pp., 2004年12月刊，会員頒価

2,900円，〒350円
第 59 号　�沖積層研究の新展開　井内美郎ほか編，212pp.，2006年５月刊，会員頒価2,400円，〒350円

 リーフレットシリーズ
　大地の動きを知ろう—地震・活断層・地震災害—　1995年４月発行　会員頒価200円（非会員300円）
　大地のいたみを感じよう—地質汚染Geo−Pollutions 1997年２月発行　会員頒価200円（非会員300円）
　大地をめぐる水—水環境と地質環境—　2001年５月発行　会員頒価300円（非会員400円）
　日本列島と地質環境の長期安定性　2011年発行　会員頒価500円（非会員600円）

 地質リーフレットたんけんシリーズ（同一リーフレットを20部以上購入の場合割引あり）
　１．箱根火山たんけんマップ—今、生きている火山　2007年５月発行　会員頒価300円
　２�．屋久島地質たんけんマップ—洋上アルプスは不思議な地質がいっぱい—　2009年３月発行　会員頒価300円
　３�．城ヶ島たんけんマップ—深海から生まれた城ヶ島—　2010年９月発行　会員頒価300円
　４�．富士山青木ヶ原溶岩のたんけん—樹海にかくされた溶岩の不思議—　2014年３月発行　会員頒価300円
　５�．長瀞たんけんマップ—荒川が刻んだ地球の窓をのぞいてみよう—　2016年２月発行　会員頒価300円

 地質リーフレットシリーズ
　１．箱根火山　2007年７月発行　会員価格1,000円（同一リーフレットを20部以上購入の場合割引あり）

 下敷き : 「干渉色図表」・「偏光顕微鏡による鉱物鑑定表」（英語版）１枚200円（非会員300円）

 電子書籍シリーズ
　地学を楽しく！：ジオパーク・ジオツアー・地学オリンピック　　2013年12月発行　［Kindle版/PDF版］　定価1,380円

 講演要旨集ほか
　第118年見学旅行案内書（2011年水戸）	 会員頒価2,800円，〒500円
　第117年学術大会講演要旨（2010年富山）	 会員頒価4,000円，〒500円
　第117年見学旅行案内書（2010年富山）	 会員頒価2,800円，〒500円
　第116年見学旅行案内書（2009年岡山）	 会員頒価2,800円，〒500円
　第115年見学旅行案内書（2008年秋田）	 会員頒価2,500円，〒500円
　※�このほか，大会講演要旨は，2002年新潟，2003年静岡，2004年千葉，2006年高知，2007年札幌，見学旅行案内書は，

2004年千葉，2005年京都に残部があります．

 フィールドノート：学会オリジナル．12×19cm．ハードカバー．レインガード使用　会員頒価１冊500円．

出　版　物　在　庫　案　内
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一般社団法人 日本地質学会 会 費 等

1 8 4 7 6 0 0 0 0 0 0 0 0

☎03-5444-1533　〒108-6350　東京都港区三田3－5－27

（不備返却先）
　SMBCファイナンスサービス㈱決済ビジネス事務部

（金融機関へのお願い）

－預金口座振替規定－　※ゆうちょ銀行払いは除く。

ゆうちょ銀行をご指定の場合は自動払込み規定が適用されます。

法人の場合は、ゆうちょ銀行へお届けの社名、代表者　役名、氏名を省略せずご記入ください。

ゆ
う
ち
ょ
銀
行

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
以
外
の
銀
行

ゆうちょ銀行
お 届 け 印

捨印
ゆうちょ銀行を除く

ゆうちょ銀行以外の銀行またはゆうちょ銀行のどちらか一方に記入して下さい。

（金融機関用）

SMBCファイナンスサービス株式会社

取
扱

店 日

附
印

SMBCファイナンスサービス株式会社
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82
円

切
手

貼
付

住 所
氏 名

裏
面
の
り
し
ろ
①

裏
面
の
り
し
ろ
②

裏 面 の り し ろ ③

東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町

　二 丁 目 八
＿ 一 五 　井 桁 ビ ル 内

　 一 般 社 団 法 人 日 本 地 質 学 会 　 御 中

オ 　 　リ 　 　線

オ 　 　リ 　 　線

キ
　
　
リ
　
　
ト
　
　
リ
　
　
線

キ
　
　
リ
　
　
ト
　
　
リ
　
　
線
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申込・問い合わせ：一般社団法人  日本地質学会
　電話　03-5823-1150　FAX03-5823-1156   e-mail: main@geosociety.jp

広報誌ジオルジュ　一括割引購入のご案内
　日本地質学会では広報誌「ジオルジュ」を発行しています
（年2回発行．定価250円）．　
　博物館・学校・研究機関などで，イベントでの配布物，友
の会へのプレミアグッズ,ストアなどでの販売物として，ジオ
ルジュを利用してみませんか．部数に応じて割引価格を設
定しておりますので，是非ご検討下さい．

【割引価格例】
　100部：20,000円（定価2割引）
　300部：52,500円（定価3割引） 
これ以外についてもご希望に応じてご相談承ります．

　毎号各地のジオパークの特集記事の掲載も企画してい
ます．ジオパークの広報の一環としてもご活用ください．

最新号（2016後期号）発行



©一般社団法人日本地質学会　〒101-0032　東京都千代田区岩本町2-8-15　井桁ビル6F　電話03-5823-1150
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